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高齢者保健福祉推進計画(第8期介護保険事業計画)策定にかかる調査報告く速報＞

1調査目的

老人福祉法及び介護保険法に基づき3年を1期とする次期計画｢千葉市高齢者保健福祉推進計画(第

8期介護保険事業計画)｣【計画期間:令和3年～5年度(2021～2023年度)】を策定するにあたり､市民の

高齢社会についての意識･生活状況､介護予防及び介護に対する考え方､保健･医療･福祉サービスの利

用実態､ニーズ等を調査し､要介護状態になる前の高齢者のﾘｽｸや社会参加状況を把握することで､地

域の抱える課題の特定(地域診断)を目的とする。

2調査概要

(1)日常生活圏域ニーズ調査…P5

要介護状態になる前の高齢者のﾘｽｸや社会参加状況を把握することで､地域の抱える課題を見出し、

日常生活支援総合事業の策定･評価に活用する。

①調査方法．

郵送による配布･回収

②調査期間

令和元年12月20日～令和2年1月10日

③調査対象及び回収結果

（発送)市内在住の一般高齢者及び要支援1.2の方8,400人

、 （回収)4,839人

（回収率)57．6％

（2）在宅介護実態調査…P19

介護者の就労継続や在宅生活の継続に効果的なサービス利用等の把握･分析を行い､介護サービ

スに関するニーズ等を把握する。

①調査方法

各区介護認定調査員による聞き取り調査

②調査期間

’ 平成31年4月～令和元年12月

③調査対象及び回収結果

（聞き取り)在宅生活の要支援･要介護認定者のうち､更新申請･区分変更申請に伴う認定調査を

受ける方591人

（回収)591人

（回収率)100％

’
(3)事業所向けアンケート調査…P27

市内の介護事業者に対し､サービス提供にかかるニーズ等を把握する。

①調査方法

ちぱ電子申請サービス
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②調査期間

令和2年1月23日～令和2年2月3日

③調査対象及び回収結果

（依頼)市内で介護保険サービスの指定を受ける全施設･事業所1,418事業所

（提供しているサービス種類別でカウントしているため､‘複数のサービスを提供している

事業所は重複カウント）

（回収)479件

（回収率)33．8％

ノ

(4)在宅医療･介護実態調査・・・ P59

市内に所在する医療機関、居宅介護事業所等を対象にアンケート調査を実施するとともに、医

療・介護レセプトデータの分析を通じて、 1)千葉市内の在宅医療の実施体制、 2)医療、介護連携

を進める上での課題を把握するとともに、 3)将来の在宅医療患者数および必要資源量の推計を行

った。

また、本調査結果と、 2016 (平成28)年度に実施した在宅医療・介護資源調査と比較すること

で、千葉市における在宅医療・介護提供体制の整備状況の評価を行った。

これらの調査結果を市民及び千葉市内に所在する医療機関、介護サービス事業者等と共有する

ことにより、 1)医療機関、介護サービス事業者等による経営方針の検討にあたっての参考資料を

提供するとともに、2)当事者である市民も主体的に行動するための判断材料となる資料を提供す

ることで、在宅医療・介護分野における、市民、在宅医療・介護関係者及び行政間のパートナー

シップの強化を図ることを目指した。

①アンケート調査の方法

郵送による配布・回収（自記式アンケート調査方式）

調査にあったては、紙媒体の調査票とともに、電子調査票（エクセル形式）を郵送し、調査

対象施設において、回答しやすい媒体を選択の上、提出できるようにした。また、調査対象施

設からの問合せに対応するために、調査期間中は、専用問合せ窓口を設置し、質問内容に回答

した。加えて、調査票回収率を高めるために、調査期間中に礼状兼督促状を配付し、調査協力

を求めた。

②アンケート調査の期間

令和元年11月～令和2年1月

③アンケート調査対象及び回収結果

千葉市内に所在する以下の施設。

図表調査対象施設と回収数

【医療機関】
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発送数(a)
串 ､，魚､魂

回収数(b) .〕 叉率(d/a)

病院 46施設 27施設 58.7％

一般診療所 608施設 353施設 58.1％



／

【居宅介護事業所・介護老人保健施設】

3調査報告の読み方及び注意事項

●掲載している項目は､特徴的な設問等を抜粋したものである。

○報告書本文中の比率はすべて百分率(％)で表し､小数点第2位以下を四捨五入している。

そのため単一回答であっても構成比の合計が100%にならない場合がある。

○複数回答の設問は､回答が2つ以上あり得るため､構成比の合計が100%を上回る場合がある。

○図表中の｢N｣(Numberofcasesの略)とは設問に対する回答件数の総数を示しており､回答者の

構成比(％)を算出するための基数である。

歩
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歯科診療所 554施設 319施設 57.6％

保険薬局 419施設 232施設 55.4％

訪問看護ステーション 74施設 54施設 73.0％
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’ ,発送数(a批… 回Ⅱ鰯(b): 画収率(d"
居宅介護支援事業所 311施設 197施設 63.3％

定期巡回．随時対応型訪問

介護看護事業所
11施設 5施設 45.5％

(看護)小規模多機能型居宅

介護事業所
28施設 15施設 53.6％

介護老人保健施設 22施設 14施設 63.6％



1介護予防・日常生活圏域ニーズ調査く速報＞

問1あなたのご家族や生活状況について

【（2）において「1．介護・介助は必要ない」以外の方のみ】

②主にどなたの介護、介助を受けていますか（○はいくつでも）②主にどなたの介護、介助を受けていますか（○はいくつでも）

〃

主な介護者・介助者について、 「配偶者（夫・妻)」が34.9％と最も高く、次いで「介護サー

ルパーJが24.5％、 「娘」が20.0％となっている。

前回の調査では、 「配偶者(夫･妻)」が32.7％と最も高く、次いで｢娘｣が22.4％、「息子｣か

「介護サービスのヘルパー」が11.8％であり、 「介護サービスのヘルパー」が高くなっている。

｢介護サー

｢息子｣が

ビスのへ

16.8％、

【主な介護者・介助者】

％

(N=1907) 0 ， 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

配偶者(夫･妻）

息子

娘

子の配偶者

開20孫

関1．8兄弟･姉妹

24.5介謹サービスのヘルパー

その他

無回答

５



〆

【（2）において「1．介護・介助は必要ない」以外の方のみ】

③どのような介護・介助を受けていますか（○はいくつでも）

【（2）において「1．

③どのような介護・介

受けている介護・介助について、 「買い物や通院など外出に関すること｣'が52.4％と最も高く、次い

で「食事の準備やゴミ出しなど生活に関すること」が39.9％、 「困ったときの相談」が26.4％となって
いる。

男女別でみると｢買い物や通院など外出に関すること｣がく女性＞では57.5％とく男性＞の47.2％に

対して10ポイント以上高くなっている。

【受けている介護・介助】

％ 図全体(N=1907) ﾛ男性(N=936) 図女性(N=971) . 口不明(N=O)

10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000

買い物や通院など外出に関する
こと 月7月

0.0

鐸目39.9

競溺4噸
食事の準備やゴミ出しなど生活

に関すること

0.0

霧熱，
0．0

入浴や食事の直接の介助

金銭管理や支払いなど経済的な

こと

困ったときの相談

0.0

q

その他

無回答

V

６



問2からだを動かすことについて

(10）あなたは、 「介護予防」 （介護が必要となるような状況を防ぐための健康の保持増進の取組）に

′ 取り組んでいますか（○は1つ）

組）に

～

「介護予防」の取組について、 「日頃より意識して取り組んでいる」が57.5％と最も高く、次いで「関

心はあるが、まだ取り組んでいない」が36.1％、 「関心がない」が3.8％となっている。

前回の調査では、 「関心はあるが、まだ取り組んでいない」が58.5％と最も高く、次いで「取り組ん

でいる」が．31.6％、 「関心がない」が7.4％であり、取組や意識の変化がうかがえる。

男女別でみると「日頃より意識して取り組んでいる｣がく女性＞では60.6%とく男性＞の54.5%に対

して6ポイント以上高くなっている。

【｢介護予防」の取組】

田日頃より意職して取り組んでいる ﾛ関心はあるが､まだ取り組んでいない 田関心がない ﾛ無回答

0％ 10％ 20％ ' 3脳 40％ 50％ 60％ ' 70％ 80％ 90％ 100％
N:＝

体
性
性
明

全
男
女
・
不

4839

函2413

2420

6

I '

1

〕

7
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問5地域の活動について

（1）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか

（①～⑧それぞれに○は1つ）

ような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか

⑧それぞれに○は1つ）

ｒ

(①ｊ

地域の活動の参加頻度について、すべての地域の活動で「参加していない」が約5割から約8割と最

も高かった。そのうち、 『⑥老人クラブ』については「参加していない」が80.7％と他の活動に比べて

15ポイント以上高くなっている。

男女別でみると『①ボランティアのグループ』から『⑤介護予防のための通いの場』までは、 「参加し

ていない」が男性は女性より10ポイント以上高くなっている。

参加しているグループについては『⑦町内会・自治会』の「年に数回」参加しているが13.9％で最も

高く、そのうち男性の参加は15.0％、女性の参加は12.7％であり、男性の参加の方が高くなっている。

７

【参加頻度】

■週4同じ』卜 日週2~3回 田週1回 ﾛ月1~3回 困年に数回 ﾛ参加していない 日無回答

0％
N＝ 1" 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燗‘‘隙
①ボランティアのグルー

プ

②スポーツ関係のグルー
プやクラブ

4839

ｑ
》
『
Ｉ
ｑ
》

３
鯛
８
４

４

〔 I③趣味関係のグノL一プ

④学習･教養サークル

⑤らぱしいきいき体操やシ

ニアリーダー体操などの介

瞳予防のための通いの喝

4839

4839

⑥老人クラブ

⑦町内会･自治会

⑧収入のある仕事

4839

4839

4839

0－7121．0

、戸
．
Ｉ
●
、
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ

ト

ミ
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1

【参加頻度く男女別＞】

上段:件数､下段:％

9

全体
週4回以上 週2～3回 週1回

参加頻度

月1～3回 年に数回
参加していな

い
無回答

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

グ
ル
ー
プ

全体

男
女
別

男性参

女性

不明

９
０

３
’
８
０
４
１

2413

・ 100．0

０
０

２
０
郡
０

6

100.0

６
５

２
０

４
６

１
０

２
５

１
０

４
３

６
１

１
３

３
１

３
４

３
ｔ

８
４

１
３

６
５

1

16．7

1f

3

０
３
０
３
０
３

１
３

３
０
３
０
３
０

２
３

７
６
７
６
７
６

９
３

５
３

１
Ⅱ
ｂ

５
５

８
３

７
３

４
１

９
０

月
Ｔ
●

ｎ
Ｕ
句
Ｊ

勺
哩
哩
Ｕ

６
６

５
．

６
８

１
６

８
４

８
．

３
７

１
５

5

83．3

３
１

１
７
３
２

１

３
７

２
．

５
幻

０
６

９
２
７
３

②
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

１
０
浬
０１

０
０

２
０
狸
０１

６
０００１

０
９

４
２

１

９
４

５
２

１
３

８
３

４
３

卯
６

２
１

２
５

１

２
５

８
ス

ー

５
４

剛
４

３
９

９
３

１
０

２
ａ

ｌ

1

16．7

７
３

１ ５
６
５
６

６
４

０
４

１

９
９

６
２

8

1

１
７

９
４

５
２

２
９

２
０

2726

56．3

４
３

０
．

５
２

１
６

７
３

も
Ⅱ
■

２
０

１
５

5

83．3

８
８

９
４
１
２

１

０
５

７
９
４
１

８
１

２
０
７
３

③
趣
味
関
係
の
グ

ル
ー
プ

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

１
０
４
０
２
１

０
０

２
０
４
０
２
１

６

100.0

０
２

６
１

２
３

３
１

８
２

２
１

己

６
７

型
４

２
６

１
４

１

３
７

１
４

１

1

16．7

４
２

露
５

１
４

１ ７
８

内
包
一
見
》

７
７

１
０
５
１

８
０

訂
９

６
２

９
２
２
１

=

９
７

７
３

１

８
５

０
４

１

１
９

７
２

１
９

甜
Ⅱ
■

５
１

２
５

５
４

《
ｘ
》
■

３
７

１
５

１
３

２
“

１
６

１
４

5

83．3

５
６

９
２
０
２

１

１
３

４
．
８

４
１

４
０

５
孔
６
２

④
学
習
・
教
養
サ
ー

ク
ル

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

伽
０
２
㈹

０
０

２
ｕ
４
０
２
１

６

100.0

１
０

0

0

４
３

９
４

５
２
三

９
８

３
０

２
５

１
０

７
１

２
１

８

‐ 1

０
７

４
４

３
１

６
９

４
１

1E

3

６
２

１
４

１

16

８
９

３
２

１

４
７

６
２

７
３

４
１

２
２

■
１
■
■

０
２

３
６

９
８

５
．

６
８

１
６

８
７

４
．

３
５

１
５

5

83．3

４
４

７
８
３
２

１

６
５

６
３
５
２

８
４

０
３
８
３

⑤
ち
ば
し
い
き
い
き
体

操
や
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

体
操
な
ど
の
介
置
予
防

の
た
め
の
通
い
の
堀

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

１
０
４
０
２
１

０
０

２
０
４
０
２
１

6

100.0

３
０

１
０

１
０

６
７

７
７

１
５

２
２

１

34

、 1 ．4

７
６

８
３

４
２

５
３

１

０
１

５
２

４
３

０
４

１

２
２

１

４
４

３
１

９
７

８
３

６
２

５
１

２
９

２
ｑ

34

1．4、

８
４

も
Ｉ
■

１
４

３

６

可
〃
員
ｖ

句
坐
Ｇ

守
Ｊ
ｑ
Ｉ

１
Ｉ
Ｔ
Ｊ

一
ｍ
】
甸
畠

、
減
》
●

⑤
。
『
グ
ヴ

１
５

６

100,0

１
４

３
５
２
２

１

９
９

２
１

５
２

２
０

０
９
７
２

⑥
老
人
ク
ラ
ブ

へ〆

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
Ｑ
８
０
４
１

３
０

１
０
４
０
２
１

０
０

２
０
４
０
２
１

6

100.0

１
０

0

0

７
６

２
０

8

0.3

９
８

１
０

０
６

３
０

３
５

１
０

７
７

１
０

７
４

１
２

１

２
６

６
２

５
３

５
２

６
４

１
２

勺

０

．

９
９

６
２

４
１

７
９

３
７

０
．

９
０

３
８

８
８

９
２
９
８

１

９
５

９
８
８
７

１

6

100,0

６
１

３
３
６
１

５
６

５
０
２
１

１
７

８
５
３
１

⑦
町
内
会
・
自
治
会

全体

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

１
０
４
０
２
１

０
０

２
０
４
０
２
１

6

100．0

０
４

２
０

１
０

３
５
３
５

0

７
３
７
３

６
７

３
Ｑ

６
７

１
０

０
８

２
０

４
１

５
１

９
２

２
１

５
０

２
１

252
ノ

、 5．2

６
１

４
６

１

５
３

０
４

１

1

16．7

6

13

3〔

15

307

12．7

2

33.3

０
５

９
．

５
３

２
５

５
０

７
ス
３
５

１

２
１

１
０
２
５

１

3

50．0

６
１

１
５
２
２

１

２
６

７
９
４
１

４
７

４
０
７
３

③
収
入
の
あ
る
仕
事

全休

男
女
別

男性

女性

不明

９
０

３
０
８
０
４
１

３
０

１
０
餌
０

０
０

２
０
餌
０１

６

100．0

郡
５

６
１
６
１

５
６

１ ４
４
４
４

２
８

９
３

６
４

６
３

１

５
９

９
３

１
９

７
２

５
７

３
０

８
７

１
０

６
７

１
０

1

16．7

６
２

５
１

２
３

３
１

４
０

２
１

６
０

４
１

１
３

３
１

５
６

１
０

６
７

８
．

９
１

２
６

３
４

弱
“

１

８
０

２
９
４
５

１

5

83．3

４
９

０
６
３
２

１

０
０

３
２
５
２

ノ
４
０

７
２
７
３



（2）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思います~か

（○は1つ）

て、いきいきした地域

､ますか

地域住民の有志による地域づくりの参加者として参加したいかについて、「参加してもよい｣が44.0％

と最も高く、次いで「参加したくない」が36.4％、 「是非参加したい」が6.7％となっている。

「是非参加したい」 「参加してもよい」 「既に参加している（前回選択項目なし)」の合計は56.0％で

あり、前回の調査結果の62.6％より減少した。

男女別でみると「参加したくない」がく男性＞では39.1％とく女性＞の33.8％に対して5ポイント

以上高くなっている。

【地域住民の有志による地域づくりの参加者として参加したいか】

四是非参加したい ‐ ロ参加してもよい ロ参加したくない . D既に参加している 因無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％
N＝

全体

男性

女性

不明

4839

‘ I2413

2420

06

（3）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきした地域

づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に作画・運営（お世話役）として参加してみたいと

思いますか（○は1つ）

づくりを進めるとしたら、あなたはその〉

思いますか（○は1つ）

みたいと

地域住民の有志による地域づくりの企画・運営者として参加したいかについて、 「参加したくない」が

58.9％と最も高く、次いで「参加してもよい」が26.1％、 「既に参加している」が3.7％となっている。

「是非参加したい」 「参加してもよい」 「既に参加している（前回選択項目なし)」の合計は31.9％で

あり、前回の調査結果の34.6％より減少した。

男女別でみると「参加してもよい」がく男性＞では28‘1％どく女性＞の24.2％に対して3ポイント

以上高くなっている。

【地域住民の有志による地域づくりの企画・運営者として参加したいか】

団是非参加したい ﾛ参加してもよい 田参加したくない p既に参加している 日無回答

N= 0% 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

全体

男性

女性

不明

4839

2413

2420

6 0 0

10



(4） （1）で「6．参加していない」と答えたもののうち、参加したいグループ等はありますか

（○はいくつでも）

） （1）で「6．参加していない」と答えたもののうち、参加したいグループ等はありますか

（○はいくつでも）○はいくつで

現在参加していない地域活動のうち、参加したいグループについて、 「趣味関係のグループ」が

11.4％と最も高く、次いで「介護予防のための通いの場」が8.6％、 「学習・教養サークル｣が8.2％

となっている。

男女別でみると「趣味関係のグループ」が男女ともに最も高く、 「介護予防のための通いの場」の

み、 ＜女性＞の方がく男性＞よりも高くなっている。

【参加したいグループ】

％ 回全体(N4839) ロ男性(N=2413) 回女性(N=2420)

10 20 30 40 50 60 70

ロ不明(N=6)

80 90 1000

３
３
３

３
３
３

、

ボランティアのグループ

熱:」
鰯~論
0．0

スポーツ関係のグループやｸラ
ブ

i ；

（ 4
趣味関係のグループ

学習･教養サークル

鰯”
0．0

介誼予防のための通いの場

老人クラブ

16．7

５
５
５

１
１
１
０

鬮
司
剃
劉
０

町内会･自治会

鶏5:‘
麺~4.5
0．0

収入のある仕事

葬尚竣群1654蝋

…響表言司"｡
無回答

里

11



問う健康について

~ 弓

現在の健康状態について、 「とてもよい」 「まあよい」の合計が61.8％であり、 「あまりよくない」 「よ

くない」の合計が35.4％であった。

前回調査では「とてもよい」「よい」の合計が77.9％、 「あまりよくない」「よくない」の合計が18.9％

であった。

男女別でみると「まあよい」がく女性＞では57.4％とく男性＞の53.5％に対して3ポイント以上高

くなっている。

【現在の健康状態】

回とてもよい □まあよい pあまりよくない □よくない 田無回答

0% 10% 20% 30% 4nM ･N= 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

不明

4839

2413

2420

6 0

（2）あなたは、現在どの程度幸せですか

（｢とても不幸」を0点、 「とても幸せ」を10点として、○は1つ）

現在の幸福度について、 「5点」が22.6％と最も高く、次いで「8点」が20.1％、 「7点」が14.4％

となっている。

男女別でみると「10点｣がく女性＞では14.6％とく男性＞の9.1％に対して5ポイント以上高くなっ

ている。

平均値はく男性＞が6．5点、 ＜女性＞が7．0点、全体が6．8点であり、前回の調査結果の7．2点を下

回った。

【現在の幸福度】

田0点 ﾛ1点 ﾛ2点 ﾛ3点 回4点 ﾛ5点 回6点 日7点 日8点 ﾛ9点 回10点 ﾛ無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%N＝

‘ 』 I ‘ ‘ J J J 」 」 」
J J J J J

全体

男性

女性

不明

4839

脇‘ 《厩2413

；《 《隙2420

6 0 0

12



（9）将来､病気や日常生活動作等の低下によって医療や介護が必要になった時、どのような場所で生

′ 活や療養をしたいと思いますか（○はいくつでも）

将来､病気や日常牛活動作等の低下によって医療や介護が必要になった時、どのような場所で生

活や療養をしたいと思いますか（○はいくつでも）

9

将来的に生活や療養する場所の希望について、 「自宅で暮らし続けたい」が62.4％と最も高く、次い

で「特別善謹署人ホームなどの介簔施設で暮らしたい」が28.1％、 「病院に入院したい」が20.9％とな

っている。 ‐

【将来的に生活や療養する場所の希望】

％

(N"839) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自宅で暮らし続けたい

高齢者向けの住宅で暮らしたい

特別養護老人ﾎｰﾑなどの介腫
施設で暮らしたい

、

病院に入院したい

I
無回答

性・家族構成別でみると「自宅で暮らし続けたい」は男女ともにく－人暮らし＞の場合、低くなって

いる。

【将来的に生活や療養する場所の希望く性・家族構成別＞】

上段:件数､下段:％

13

全体
自宅で暮らし

続けたい

将来的に9

高齢者向け

の住宅で暮

らしたい

活や療養するi場

特別養護老

人ホームな

どの介護施

設で暮らした

い

所の希望‘

病院に入院

したい
無回答

全体
９
０

３
０
８
０
４
１

７
３

１
２
０
６

３ ０
６

０
８

９

１

１
１

６
８
３
２

１ ０
９

１
０
０
２

１ ９
３

５
３

１

性
・
家
族
描
成
別

男性･1人暮らし

女性 1人暮らし

男性

者65

夫婦2人暮らし配偶

患以上

女性

者65

夫婦2人暮らし配偶

塁以上

男性

者64

夫婦2人暮らし配偶

愚以下

女性

者64

夫婦2人暮らし配偶

篭以下

男性 息子･娘との2世帯

女性 息子･娘との2世帯

男性 その他

女性･その他

無回答

480

100.0

705

100.0

６
０

５
Ｑ

１
０

１

１

862

100.0

121

100.0

40

100.0

304

100.0

355

100,0

296

100.0

349

100－0

171

100.0

１
０

２
６
２
４

６
５

５
０
３
５

０
１

１
０
８
７

４
４

６
５
５
６

79

65.3

29

72．5

４
１

ｍ
硯

21

61

９
７

に
０
２
７

８
３
三

２
３
２
６

１

３

０
１

１
６

回
り
、
３

３
５

１
３

１
２

６
５

６
ａ

ｌ
２

８
４

７
５

１

１

８
０

９
３

１
２

19

15．7

９

22．5

44

14．5

55

寺FF

lg.｡

40

13．5

50

14．3

28

16．4

７
７

５
２

１
３

５
９

２
Ｌ

２
３

３
１

１
７
３
２

４
３

４
８
２
２

32

26．4

11

27．5

83

27－3

９

25

１
１
ｎ
尾
岬

１
１
ｎ
尾
岬

8

28

３
３
３
３

8

24

７
９
７
９

３

20

５
５
５
５

１
１

１
３

１
２

４
７

７
４

１
２

３
３

塑
９１

０
７

７
＆

１

14

11．6

4

10．0

65

21－4

83

23．4

59

19．9

72

20．6

35

20．5

１
４

２
４

５
０

３
５

４
１

２
２

１
２

一

『

川

ｍ
臥
一

’

2

３

５

－ ＝

’

2

８

６

’
’

１
３

３

７

’
’

２

３

７

一
’

１
４

７

９

一
’

１
了

３

６



問8認知症にかかる相談窓口について

（1）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいますか（○は－つ）

自身や家族における認知症唾状の有無について、 「いいえ｣が83.6％、 「はい｣が10.6％となっている。

男女別でみると「はい」がく男性＞では11.4％とく女性＞の9.8％に対して1ポイント以上高くなっ

ている。

【自身や家族における認知症の症状の有無】

田はい 口いいえ 国無回答

0％
N＝

10％ 20％ 30% 40% 50% 60% 70% 80％ 90％ 100％

体
．
性
性
明

全
男
女
不

4839

2413

2420

6 0 0

（3）認知症に関するサービスを知っていますか（○はいくつでも）（3）認知症に関するサービスを知っていますか（○はいくつでも）

認知症に関するサービスの認知について、 「あんしんケアセンター」が43.8％と最も高く、次いで「認

知症疾患医療センター」が5.7％、 「成年後見支援センター」が5.2％となっている。

【認知症に関するサービスの認知】
％

(N"839) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

438
あんしんケアセンター

認知症疾患医療センター

12
認知症初期集中支援チーム

3.2
ちぱ盟知症相談コールセンター

成年後見支援センター

28麗知症カフェ

翻1．9兜知症サポーター養成講座

潔知症介護謂習会･交流会

0.7認知症ケアパス

どこシル伝言板

(高齢者保護情報共有サービス）
03

その他

無回答
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（4）認知症の人が住み慣れた地域で生活するために必要な取組みは、どれだと考えますか

（○は3つまで） ．

認知症の人が住み慣れた地域で生活するために必要な取組みについて、

口」が42.2％と最も高く、次いで「認知症に対応した介護施設の充実」

のためのしくみ」が34.9％となっている。

「認知症について相談できる窓

が36.8％、 「認知症の早期発見

【認知症の人が住み慣れた地域で生活するために必要な取組み】

％

(N4839) 0 10． 20 30 40 50 60 70 80 90 100

毘知症への理解をすすめる取組

み(勧論会･講演など）

罷知症の方を見守る地域の協力

体制

盟知症の方同士の交流会

｝
浬知症の方の体験やエ夫などを

ご本人から地域に伝える取組み

圏知症に対応した介護施設の充

実
36．8

醗知症について相談できる窓口

’
認知症の早期発見のためのしく

み

閉知症の発症を遅らせる取組み

34.9

ノ
(サロン･教室など）

瀦2．7その他

無回答

~

1

1

／

15



問9施策検討のためのニーズ把握について
（2）掃除買い物など専門職(介護福祉士等）でなくてもできるサービスについて、専門職ではない

が、市の研修を修了し、介護事業者から派遣される方でも利用しますか（○は1つ）

(介護福祉士等）でなくてもできるサービスについて、専門職ではない

．護事業者から派遣される方でも利用しますか（○は1つ）

専門職ではない方の利用意向について､「はい｣が39.8％と最も高く、次いで｢わからない｣が33.8％、

｢いいえ｣が14.4％となっている｡

〃

【専門職ではない方の利用意向】

団はい ' 口いいえ 囚わからない ﾛ無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% @ 60% 70% 80% 90% 100%N＝

‘識 ‘ 』 ~全体

男性

女性

4839

､麺2413

1 12420

（ 1不明 6 0

（3）介護事業者でなくてもできるゴミ出し等の軽作業について、ボランティア、 NPO，地域住民な

どが地域の支え合い活動として提供するサービスを利用してもよいと思いますか（○は1つ）

地域住民な

専門職でない方の提供するサービスの利用意向について、 「はい」が53.7％と最も高く、次いで「わ

からない」が26.6％、 「いいえ」が8.5％となっている。

【専門職でない方の提供するサービスの利用意向】

口はい 口いいえ 画わからない ロ無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%N＝

全体

男性

女性

不明

4839

L‘ 《 ， 〔f2413

’函 、2420

6 0

、
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~

（5）外国人介護士による介護サービスの提供に大きな抵抗や不安はありますか。

また、何が不安ですか（○は1つ）

外国人介護士のサービスへの抵抗や不安の有無について、 「どちらでもない」が37.9％と最も高く、

次いで「大きな抵抗・不安はない」が26.0％、 「大いに抵抗・不安がある」が24.3％となっている。

男女別でみると「大きな抵抗・不安はない」がく男性＞では32.1％とく女性＞の19.9％に対して12

ポイント以上高くなっている。

【外国人介護士のサービスへの抵抗や不安の有無】

p大いに抵抗･不安がある回大きな抵抗･不安はない 巴どちらでもない ロ無回答

I、 ､‘ ： j ：全体

男性

女性

不明

4839

I2413

J 4 d ． & 42420

06

また、具体的に不安な点として以下の意見等が挙げられた。

、

？

〆

17

言葉の問題でコミュニクーーションが十分に取れない恐れがある。

玄ｲkの違弓円本の寓齢老春理躍で声名がが不守←

今まで日本人としか付き合いがなかったので、外国人というだけで不安。



（6）介護ロボットを使った介護サービスを受けることに大きな抵抗や不安はありますか（○は1つ）

介護ロボットを使ったサービスへの抵抗や不安の有無について、 「どちらでもない」が36.7％と

最も高く、次いで「大きな抵抗..不安はない」が31.2％、 「大いに抵抗・不安がある」が19.2％と

なっている。

男女別でみると「大きな抵抗・不安はない」がく男性＞では36.8％とく女性＞の25.5％に対し

て11ポイント以上高くなっている。

【介護ロボットを使ったサービスへの抵抗や不安の有無】

国大きな抵抗･不安はない □大いに抵抗･不安がある 日どちらでもない ロ無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% . 70% 80% 90% 100MN＝

全体

男性

女性

不明

4839

． 〔〔2413

！ 〔2420

６ 0

また、具体的に不安な点として以下の意見等が挙げられた。

蝉

1

18

誤作動や機器を操作する側の誤操作による事故が起きないかが怖い。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝや笑顔など､介護者の思いやる心がなくなるのではないか。
実際に介護ロボットを活用した事例を知らないので不安。



に

2在宅介護実態調査く速報＞

①世帯類型について

全体の48.2%が単身または夫婦のみの世帯であった。

また､前期高齢者の36.2%が夫婦のみの世帯であるのに対し､後期高齢者になると夫婦のみの世帯は24.7%に

減少し､単身世帯が増加している。

画単身世帯 ロ夫婦のみ世帯 ロその他 ロ無回答

(N=591)

0％ ’ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

全体 ::::::::::::::夫婦のみ世帯25.7::::::::::::::：単身世帯22．5 その他50．9 0.8

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

｡． 。 。・ ・ ・． ・ ・ ・． ・ ・ 2：：

.:｡:.:.:､:.:′:′:｡:･36.2 .:｡:。
、． ． ． ‘ ． ． 、､ロ．． ．、、 ： ：：

43.1 17
6■〃

鼻 ¥‘ 、画ゼj23
． ． .． 、 、 。 ・ ・ ・ ． ．■． ．：：

:::::::::::::::::::24.7:::::
、 、、 ．． ． ．． ． ．、． ．．． ：： ：

51.5 0-8

1

‘灘 ’四。 ，14．3 ' 2弓その他 71.4 0

②主な介護者について．

前期高齢者の介護者は配偶者が62.7%で最も多いのに対し､後期高齢者の介護者は子が52.5%で最も多かった。

I

::::::::::::::::::::::::::::::::::霧::::::::::::::::::::::子49.9:::::::::::::配偶者34．1全体

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

その他

、襟‘ 4 静蕊 Ⅷ # ; ,j‘ 識蕊．' 《”』』尊"4 -ｩ i~ ' 咳蕊 ，‘ , r h， ご， 夢 ざ 訂 、
乙62.7 毎:．:.:.:.:.:.:.:.:.:．:.:.:‘:.:.:.:．:,31．4:画:.:.:.:。 :｡:｡:｡:･03．9 20

蜀× ●野 再

鮮爾噴鍵ず鍬ノ辱鍛 ＃、 ､#､. 、
イ ヰざ

302
魂： ： 。 ．・ ・ ・． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ‐ ・ ’ ・ ・ ・ ・ ・ ‘ ・ ・ ． ． ・ ・． ． ・ ・ ・｡ 。 ． ．

':．:．:.52．5:":．:､:､:．:｡:.:":．:｡:.:．:､:．:′:′:′:｡:､:､:．:.:′:′:.:｡:､:､:､:．:.g･身′
:： ： ； ･企． ． ｡ ．． ．． ． ． ．．． ． ． , ． ．． ． ．． ． ． ． ． ． ． ．． ．．． ． ． ． 。

8，9坊0鯵.3．1 1－82．9

鞭 ‘Ⅲ"""”蝋;蝿観測際溌鰈…w…神熟榊;､榊榊 ：11黙綜榊i柵』,“ 』"辮苓" : “‘､蕊 卿:孝郷’
4 恥1 .』』

－－ ‘ ， . ざ 。 。 。 ‘ ‘ . 墨趣 ‘ ‘‘､萢部，， ， ， , ， ‘ ‘ ‘ 、 ‘ ‘

100

③主な介護者の年齢について

前期高齢者の介護者の35.3%が50代で最も多いのに対し､後期高齢者の介護者は33.9%が30代で最も多かった。

設問②主な介護者に関する回答から想定される年齢である。

回20歳未満 ﾛ20代 巴30代 ﾛ40代 回50代 ﾛ60代 ﾛ70代 ﾛ80歳以上 田わからない ﾛ無回答
(N=507)

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90% 100％

‘ 1
全体

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

その他

ﾖﾛ代16 8J垂"Ff10F

〆

に
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ト

④主な介護者以外で介護を行っている家族･親族(副介護者)について

全体の50%程度は副介護者がおらず､介護を分担できていない状況が想定される。

設問②主な介護者の多くを占めた配偶者または子が一人で担っている状況が予想される。

回全体

50

(N=507)
％0 10 20 30 40 60 フ0 80 ､ 90 100

一いない

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟･姉妹

51.3

一
一
・
軸

２２麹

30.8

厚2‘
睡罰3.9
1

その他

無回答

（

⑤介護を主な理由として過法1年に仕事をやめた家族･親族について
全体の71.4%が仕事を辞めた家族･親族はいないが､4.5%は主な介護者が介護を主な理由に仕事を辞めている

状況であった。

前回の聞き取り調査では81.8%は仕事を辞めていないが､4.1%は辞めた結果であった。

回全体

(N=507)

%9 ],0 2p 3,q 4p . 50 6p 70 80 90 ]00

主な介護者が仕
事を辞めた(転職
除く）

主な介護者以外
の家族･親族が仕
事を辞めた(転職
除く）

《

５４

４
６

鴎
‐
ｌ
…
ｉ
ｉ
圃
鬮
圏
１
１
鏑
１
，

１

１

０

主な介護者が転
職した

主な介護者以外
の家族･親族が転
職した

介護のために仕
事を辞めた家族・

親族はいない

1

1

， 嘩轍織”“ 韓口、 ､ ； 蝉
､ p1 鼠． ． " ・.･箸、 ､" " ． …1‘&‘岩烈蟻 鐘

71．4

４２爵
Ｉ

わからない

無回答 18．7
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⑥今後の在宅生活の継続に必要な支援･サービスについて

「移送サービス(介護･福祉タクシー等)｣が17.9%で最も多く､次に｢外出同行(通院､買い物など)｣が15.9%で

あり､｢特になし｣は39.6%であった｡移動に関する支援を必要としていることが予想される｡、

前回の聞き取り調査においても､･40.6%が｢特になし｣であったが､ ｢移送サービス｣が15.9%で最も多く､次に

「外出同行｣が10.0%であり､移動に関する支援の必要性は高まっている傾向にある。

田全体

O(N=59ﾕﾊ0 20 30 40 50

1

60 70 80 9， TOO
％

配食

調理 ・

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まな

い）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い

物など）

移送サービス（介護・

福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な

通いの場

その他

特になし

無回答

２
５
９
打

一
函
一
一
画
》
一
脚
》

39.6

、

⑦施設等への入所･入居の検討状況について

全体の85.1%が施設への入所･入居は検討しておらず､前期高齢者においては94.8%が検討していない状況で

あった。

前回の聞き取り調査においても、 ｢検討していない｣が82.9%で最も多かった。

］

画入所･入居は検討していない

IN=59ﾕ】
ロ入所･入居を検討している Dすでに入所･入居申し込みをしている ﾛ無同筌

『扇E志。
％

全体

前期高齢者(65～

74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

その他

（《

1
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⑧訪問診療利用状況について

全体の90.4%が訪問診療は利用していない状況であるが､8.6%は利用している。

前回の聞き取り調査においても､同程度の状況であった。

四利用している ﾛ利用していない ﾛ無向觜

％

全体

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

その他

⑨住宅改修､福祉用具貸与･購入以外の介護保険サービス利用状況について
全体の70.7%が利用しているが､前回の聞き取り調査結果の79.4%からは､減少している。
また､前期高齢者は77.6%､後期高齢者は69.6%が利用状況にある。

囹利用している 口利用していない ﾛ無回答
(N=591)

0％ 10% 20% ､ 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

前期高齢者(65～

74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

． 、 ”“ 癖？

;為;乳'ざ．f蕊『 ，蔦"． 、織爵麺&妙:＃蛾,

その他

⑩主な介護者の勤務形態について

「働いていない｣が52.1%で最も多く､次に｢フルタイムで働いている｣が23.3%､ ｢パートタイムで働いている｣が
17.6%であった。

前回の聞き取り調査では､ ｢働いていない｣が60.1%､次に｢フルタイムで働いている｣が18.9%､ ｢パートタイムで
働いている｣が16.9%であった。

I

ﾉ

ﾛバｰﾄタイムで働いている 回働いていない ﾛ主な介護者に確潔しないと､わからない 回無回答
ノ

回フルタ･イムで働いている

(N=5071

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50% 60% 70％ 80％ 90% 100％

耐 ，｛ 7f全体

ダ 鋤 §前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

その他

22



’

⑪主な介護者における介護のための働き方の調整について

「特に行っていない｣が42.0%で最も多く､次に｢労働時間を調整(残業免除､短時間勤務､遅出.早帰.中抜け等）

しながら働いている｣が29.5%であった。

前回の聞き取り調査においても同程度の状況であったが､前回0%だった｢在宅勤務｣が3.4%となった。

画全体

(N=207】

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

％

特に行っていない

介謹のために､「労働時
間を胴整(残業免除､短

時間勤務､遅出･早帰・

中抜け等)｣しながら､働
いている

介霞のために､ ｢休暇

(年休や介睡休暇等)」
を取りながら､働ﾚ､てい
る

介護のために､ ｢在宅勤
務｣群11用しながら､働
いている

霞
岸
Ｉ

〈3．4

介睡のために､2～4以
外の調整をしながら､働
いている・

主な介謹者に碓認しな
いと､わからない

6．8

7.2

;'､4無回答

⑫主な介護者は､今後も働きながら介護を続けていけそうかについて

「問題なく続けていける｣が35.3%で最も多く､次いで｢問題はあるが何とか続けていける｣が33.8%､合わせて69.1％

だったものの、 「続けていくのはやや難しい｣｢かなり難しい｣を合わせると8.6%であった。

前回の聞き取り調査では､｢続けていける｣を合わせて64.1%､ ｢難しい｣を合わせて9.4%であり､僅かな改善傾向が

見られるが、 「かなり難しい｣については､1.9%から4.3%に増加した。

(N=207). 回問題なく､続けていける ロ問題はあるが､何とか続けていける 画続けていくのは､やや難しい

％

全体

‘‘4,ご… . ㎡ ‘ q ざ

4

; Ⅱ
” 1C ‘

． 』』 1 : Ⅱ

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳
以上）

‘･ざ ‘ 鶴';“i職§‘:‘熱息､§
， ､封,‘‘ ‘， ‘. ‘ ‘‘ .刺 kj

《 函その他
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⑬現在の生活の継続にあたって､主な介護者が不安に感じる介護等について

「認知症への対応｣が18.9%で最も多く､次いで｢外出の付き添い､送迎等｣が16.8%､次いで｢入浴･洗身｣が

13.0%であった。

前回の聞き取り調査では､ ｢外出の付き添い､送迎等｣が30.4%で最も多く､次いで｢認知症への対応｣23.6%、

次いで｢入浴･洗身｣17.6%であり､順番の入れ替わりはあったものの不安に感じる介護種別に変化はない。

(N=507) 回全体

％ 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助(食べる
時）

入浴･洗身

身だしなみ(洗顔・

歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗･移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

(経管栄養､ストー
マ等）

食事の準備(調理

等）

その他の家事(掃

除､洗濯､買い物
等）

金銭管理や生活面
に必要な諸手続き

その他

不安に感じているこ

とは､特にない

主な介護者に確認

しないと､わからな
い

無回答

8

18．9

、
、
１

~

18．9

⑭ダブルケアの経験について(ダブルケア･･･子育てを行いつつ､自分や配偶者の親などを介護すること）

全体の66.1%が経験はないが､7.7%が現在ダブルケアの状況であった。

前回の聞き取り調査では69.6%が経験はないが､3.4%がダブルケアの状況であった。

僅かながらも経験がないものは減少し､ダブルケアの状況にあるものは増加している。

回現在ダブルケアの状況にある ﾛ過去にダブルケアを経験したことがある ロダブルケアの経験はない 口無回答

（

％

掴二全体

前期高齢者(65～
74歳）

後期高齢者(75歳

以上）

その他
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⑮ダブルケアで最も苦労した時期における子どもの年齢について

ダブルケアを現在または過去経験した方が最も苦労した時期における子供の年齢は、 「13歳以上｣が

32.2%で最も多かった。

前回の調査では｢7～9歳｣が36.4%で最も多かった。

固O～3識 ﾛ4~6歳 回7~9歳 ﾛ10~12歳 回13歳以上 ﾛ無回答
(N=59)

0% 10％ 20％ ’ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

; 4‐爺 【 ミ 0；蔦 ！ ： ・ 1 1全体

前期高齢者(65～

74歳）

後期高齢者(75歳 # ↑函:J:：
』 ｡

｡ 。

以上）

その他

、

戸

､

25



3事業所向け調査く速報＞

基本項目3サービス種別

3貴事業所で令和元年12月の1か月間に提供実績のあるサービスを1つお答えください。和元年12月の1か月間に提供実績のあるサービスを1つお答えください。

サービス種別について、 「居宅介護支援」が20.7％と最も高く、次いで「訪問介護（総合事業の訪問

系を含む)」が17．1％となっている。

【サービス種別】

上段:件数､下段:％

27

全体

サービス種別

訪問介謹(総

合事業の訪

問系を含む）

訪問入浴介

護
訪問看護

訪問リハビリ

テーション

居宅療養管

理指導

通所介護(総

合事業の通

所系を含む）

(定員19名

以上のデイ

サービス）

地域密着型

通所介護(定

員18名以下

のデイサーピ

ス）

認知症対応

型通所介護

通所リハビリ

テーション

短期入所生

活介謹

479

100．0

82

17．1

1

0．2

７
６

２
５

2

0.4

1

0.2

４
２

４
８

４
２

４
９

３

0．6

5

1.0

０
２

２
４

サービス種別

短期入所療

養介護

特定施設入

居者生活介

護(介護付き

有料老人

ホーム)(地

域密着型

サービスを含

む）

居宅介護支

援

福祉用具貸

与・特定福祉

用具販売

介護老人福

祉施設(特別

養謹老人

ホーム)(地

域密着型

サービスを含

む）

介護老人保
確施梁

定期巡回･随

訪
護

型
看

応
謹

対
介

時
間
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介護(認知症

高齢者グ
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ム）

小規模多機

能型居宅介

護(看謹小規

模多樒能型

居宅介謹を
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4

0.8

２
７

３
６

99

20．7

' 18

3.8

４
１

３
弧

５
１

１
３

1

0－2

４
１

３
孔

３
７

１
２



基本項目4従業員の状況

貢事業所における（令和2年1月1日現在の）従業員の状況を月謝霊ﾘにお答えください。

※人数は、常勤換算によるおおよその人数を入力してください。

※該当がない場合は全て0人と入力してください。※該当

4

従業員のうち、訪問介護員の状況について、 10社以上の回答があったサービス種別でみると「従

業員数」と「理想とする従業員数」の平均の差を比較するとく訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

＞が-3.22人と最も高く、次いでく介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） （地域密着型サービス

を含む）＞が-1.18人であり、ほぼすべてのサービスにおいて現状は理想を下回っている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数」の平均の差を比較するとく小規模多機能型居

宅介護（看護小規模多機能型居宅介護を含む）＞が0．44人と最も高くなっている。

【従業員の状況／（1）訪問介護員くサービス種別＞】
L睡.杢軸モ下凡ﾛ､上

、

28

(1)訪問介瞳員

従業息

全体

孜(A〕

平均

理想とする1

全体

業員数(B）

平均

A－B

宅咄"、ｰ＝狸L写

する従業員数

の平均の差

1年間の1

全体

月者数〈C）

平均

1年間の敵§職

全体

者数(D）

平均
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．
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種
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訪問介證(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介霊

訪問看瞳

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(鍵合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサービス）

地域密粧型涌所介讃

(定員18名以下のデイサービス）

囲知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介瞳

特宗旅詔入居者生活介瞳(介霊付き有料老

人ホーム)(地域密暗型サービスを含む）

居宅介譲支授

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介蔑老人福祉施設(特ﾇ11蕃議老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介蔑老人保侭怖詔

定期巡回.随時対応型訪問介護看誼

璽知病対応型共同生活介護(罷知症高齢

者グルー禿k一ム）

小規模多梼能理居宅介髄(看證小規模多
機能型居宅介瞳を含む〕
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ｒ
、

従業員のうち、サービス提供責任者の状況について、 10社以上の回答があったサービス種別でみ

ると「従業員数」と「理想とする従業員数」の平均の差を比較するとく特定施設入居者生活介護(介

護付き有料老人ホーム） (地域密着型サービスを含む)＞が-2.96人と最も高く、次いでく定期巡回・

臨時対応型訪問介壽看謹＞が-1.00人であり、ほぼすべてのサービスにおいて現状は理想を下回っ

ている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数」の平均の差を比較すると大きな差はみられな

かった。

【従業員の状況／（2）サービス提供責任者くサービス種別＞】
上段苫実数､下段:％

為

､

29

/

(2)サービス提供責任者
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平均
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平均
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の平均の差
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訪問介髄(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介謹

訪問者麓

訪問ﾘハビリテーション

居宅痕養管理指導

通所介霊(緯合率栗の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介證

(定員18名以下のデイサーピス）

盟知症対応型通所介謹

通所リハピリテ→ヨン

短期入所生活介篭

短期入所掘養介護

特声怖語入居者生活介護(介瞳付き有料老

人ホーム)(地域密矯型サービスを含む）

居宅介蔵古淫

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介瞳老人福祉施殴(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介瞳老人保侭旅酪

定期巡回｡随時対応型訪問介謹看璽

認知症対応型共同生活介瞳(麗知症高齢

者グル一弐ホーム）

小規模多栂能剥居宅介護(看塵小規模多

機能型居宅介瞳を含む）
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・従業員のうち、介護職員について、 10社以上の回答があったサービス種別でみると「従業員数」

と「理想とする従業員数」の平均の差を比較するとく小規模多機能型居宅介護（看護小規模多機能

型居宅介護を含む）＞が-94.24人と特聿して高く、ほぼすべてのサービスにおいて現状は理想を下

回っている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数」の平均の差を比較するとく小規模多機能型居

宅介護(看護小規模多機能型居宅介護を含む）＞が2．00人と最も高く、次いでく認知症対応型共同

生活介護（認知症高齢者グループホーム）＞が1．82人となっている。

【従業員の状況／ （3）介護職員くサービス種別＞】

ﾉ

30

(3)介瞳職員
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の平均の差
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訪問介遥(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介霞

訪問者瞳

訪問ﾘハビリテーション

I凸工壺公丘缶P4ら、△冠圭一･エヱ帝÷今÷巳､ I

通所介瞳(総合事業の通所系を含む）

居宅痕養管理指導

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密魁型通所介護

(定員18名以下のデイサービス）

盟知症対応型擶所介霞

通所ﾘハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所娠養介穫

人ホーム)(地域密着型『サービスを含む）

居宅介誰古授

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介誼老人福朴施設(特別養誼老人ホーム）

(地域密避型サービスを含む）

介謹老人保極捕誇

定期巡回｡随時対応型訪問介譲看證

迦知宗対応型共同生活介護(塑知症高齢

者グループホーム〉

小規模多棉桂劃居宅介護〈看睡小規模多
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従業員のうち、看護職員の状況について、 10社以上の回答があったサービス種別でみると「従業

員数」と「理想とする従業員数」の平均の差を比較するとく訪問看護＞が-1.83人と最も高く、次

いでく介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム) (地域密着型サービスを含む)＞が-0,88人であり、

ほぼすべてのサービスにおいて現状は理想を下回っている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数｣の平均の差を比較するとく訪問看護＞が0．91

人と最も高く、次いでく小規模多機能型居宅介護（看護小規模多機能型居宅介護を含む）＞が0．36

人となっている。

【従業員の状況／ （4）看護職員くサービス種別＞】
上段苫実数､下段:96
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(4)看護職員

従業医
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訪問介證(総合事業の訪問系を含む）
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訪問ﾘハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介護

(定員18名以下のデイサーピス）

認知症対応型通所介護
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従業員のうち、生活相談員の状況について、 10社以上の回答があったサービス種別でみると「従

業員数」と「理想とする従業員数」の平均の差を比較すると、大きな差はみられなかった。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数」の平均の差を比較すると大きな差はみられな

かった。

【従業員の状況／（5）生活相談員くサービス種別＞】
LEL－車レーュ■空

戸
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(5)生活相談員
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地域密踏型通所介講

(定員18名以下のデイサービス）
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通所リハビリテーション
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’

従業員のうち、 PT(理学療法士)、 OT(作業療法士)、 ST､ (言語聴覚士）の状況について、

10社以上の回答があったサービス種別でみると「従業員数」と「理想とする従業員数」の平均の差

を比較するとく訪問看護＞が-2.66人と最も高くなっており、ほぼすべてのサービスにおいて現状‘

は理想を下回っている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数｣の平均の差を比較するとく訪問看護＞が0．86

人と最も高く、次いでく小規模多機能型居宅介護（看護小規模多機能型居宅介護を含む）＞が0．50

人となっている。

【従業員の状況/(6) PT(理学療法士)、OT(作業療法士)、 ST(言語聴覚士)<サービス種別＞】
上段:実数､下段:％

ｰ

〈

､
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従業員のうち、介護支援専門員の状況について、 10社以上の回答があったサービス種別でみると

「従業員数」と「理想とする従業員数」の平均の差を比較するとく小規模多機能型居宅介護（看護

小規模多機能型居宅介護を含む)＞が-1.00人と最も高く、次いでく居宅介護支援＞が-0,73人であ

り、ほぼすべてのサービスにおいて現状は理想を下回っている。

同様に「1年間の採用者数」と「1年間の離職者数」の平均の差存比較すると大きな差はみられな

かった。

【従業員の状況／（7）介護支援専門員くサービス種別＞】
上段:実数､下段:％
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(7)介瞳支援専門員

従業

全体

攻(A）

平均

ｴ壬四五F ｦ匂

全体

乗員虹1回〃
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現状と理想と

する従業員数

の平均の差

1年間の1

全体

月者数(C）
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全体

者数(D）

平均

C－D
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の平均の里
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’

基本項目5現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある理由

5 【4において、現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある事業者】
"

その理由をお答えください。 （複数回答可）

5 【4において、現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある事業者】
"

その理由をお答えください。 （複数回答可）

現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある理由について、 「募集しているが､ .そもそも応募

がないから」が56.8％と最も高く、次いで「同業他社との人材（日本人）獲得競争が厳しいため採

用に至らないから」が20.9％、 「他産業に比べて労働条件が良くないため採用に至らないから」が

20.0％となっている。

【現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある理由】

％

(N"79) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

募集しているが､そもそも応募が
ないから

他産業に比ぺて労働条件が良く

ないため採用に至らないから

同業他社との人材(日本人)獲得競

争が厳しいため採用に至らないから

同業他社との人材(外国人)獲得競

争が厳しいため採用に至らないから

定着率が低い(離職率が高い）

闇1.5

から

分からない

その他

無回答

ダ
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【現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある理由くサービス種別＞】
L毎rL山L一団 一・

〆
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全体

現在の従業員数と理想とする従業員数に差がある理由

募集している

が､そもそも

応募がない

から

他産業に比

べて労働条

件が良くない

ため採用に

至らないから

の人材(日本

人)獲得競争

が厳しいため

採用に至ら

ないから

白幸』曲士＋L

の人材(外国

人)獲得競争

が厳しいため

採用に至ら

ないから

定芳率が低

い(離職率が

高い)から

分からない その他 無回答
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訪問介謹(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看謹

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密若劃痛所介護

(定員18名以下のデイサーピス）

認知症対応型通所介慈

通所リハビリテーション

短期入所生活介謹

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護(介證付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福#Iﾄ旅誇(特別萎護老人ホーム）

介護老人保健施設

定期巡回｡随時対応型訪問介謹看壌

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢
者グループホーム）

小規模多機能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介謹を含む)
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質問1介護事業を運営する上で、重視して取り組んでいること

質問1貴事業所において､介護事業を運営する上で､重視して取り組んでいることを3つまでお答え
d

ください。

質問1貴事業所において､介護事業存運営
d

ください。

介護事業在運営する上で、重視して取り組んでいることについて、 「質の高いサービスの提供」が

66.2％と最も高く、次いで「利用者・家族との信頼関係の構築」が48.4％、 「人材の確保・定着及

び労働条件の改善や離職防止策」が41.3％となっている。

【介護事業を運営する上で、重視して取り組んでいること】

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

％

(N"79)

必要な収入を得ること

新規利用者の獲得

662
葬 質の高いサービスの提供

罰1.7提供するサービス種別の拡大

人材の確保･定着及び労働条件

の改善や離職防止策

従業員の教育､研修

指定に関する寄類作成など事務

の効率化

利用者･家族との信頼関係の構

築

無回答

ﾉ
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【介護事業を運営する上で、重視して取り組んでいることくサービス種別＞】
戸 LmFEL凸L一"同 毎

【

戸

ノ

38

全体
必要な収入

を得ること

新規利用者

の痩得

介麓可
一

掘

質の高い
サービスの

提供

柔を運営する‘
T－■一一一一一一一

提供する

サービス種

別の拡大

上で､重視し

人材の確保。

定着及び労

働条件の改

善や離聡防
『卜筈

取り組んで｛

従業員の教

育腫研修

ること

指定に関す

る書類作成

など事務の

効率化

利用者･家族

との信頼関

係の構築

無回答
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訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護
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訪問ﾘハビリテーション

居宅痕養管理指導

通所介謹(総合事業の通所系を含む）
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定期巡回.随時対応型訪問介護看護
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’

４

２

尽句

８
３

1

100．0

25

73．5

10

76．9

日

３
８
３
８

３

３
０
３
０

５

一

１

６
壬

一

１

６
壬

6

１
７
１
７

41

50．0

１

100．0

7

25．9

２

100－0

14

31‘8

16

盆Ra

２

66．7

２

40_C

11

55．0

2

50．0

20

62．5

20

ﾜ､ﾜ

4

22．2

24

70．6

10

66．7

15

44．1

7

53．8

３
２

３
１

1

1

〕.0

０
０

１
７

19

43．2

8

1Rﾜ

1

句句勺

３

60．0

5

25．0

1

25．0

11

34．4

30

30．3

句句

26

I

句ウ
リ哩

５
３
５
３

52

８
９
８
９

61

８
５
８
５

10

122

１

100．0

1

3．7

6

３
８
３
８

ロ

４
１
４
１

３

1

1

4F

1口

５
２

冗句

J回

６
３

1目

２
４

29

35．4

qn

lJ

48．1

1

1,,,

21

47-7

n句

冬』

昼ｸ釦

2

66－7

３

60.0

7

35-0

３

75．0

18

50.0

59

59.6

７

38.9

18

52.9

５

33－3

18

52．9

7

53．8

4

4－9

1

3.フ

９

４
１

Ｒ

３
８
二

4

20.0

9

３
４

6

６
１

5

１
６

11

４
８

4

11．8



質問2今後3年間の経営方針

質問2貴事業所の今後3年間の経営方針について、あてはまるものを1つお答えください。
ノ

｢現在の介護保険事業を同規模で継続する」が74.1％と最も高

拡大する」が14.0％、 「現在の介護保険事業を継続し、新たな

今後3年間の経営方針について、 「現在の介護保険事業昂

く、次いで「現在の介護保険事業を拡大する」が14.0％、

介護保険事業を開始する」が7.1％となっている。

【今後3年間の経営方針】

p現在の介護保険事業を継続し､新たな介護保険事業を開始する

口現在の介證保険事業を規模を縮小する

ﾛ無回答
50% 60％ 70％ 80% 90％

国現在の介謹保険事業を拡大する

口現在の介護保険事業を同規模で継続する

圀その他

N= 0% 10% 20% 30M 100％40％

0479

2．127

１
Ｊ

39



【今後3年間の経営方針くサービス種別＞】

また、 「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。

)

40

全体

今後3年間の経営方針

現在の介護

保険事業を

拡大する

現在の介護

保険事業を

継続し､新た

な介護保険

事業を開始

する

現在の介護

保険事業を

同規模で継

続する

現在の介護

保険事業を

規模を縮小

する

その他 無回答

全体 、
479

100.0

6

14

３
弧

４
１

355

74．1

１
２

３
７

１
２

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介護

<定員18名以下のデイサーピス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特声怖誇入居者生活介護(介護付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介護老人保催旅詔

定期巡回｡随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グループホーム〉

小規模多群能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介護を含む）

82

100.0

1

100.0

27

100.0

2

100.0

1

100．0

44

100.0

44

100.0

3

100.0

5

100.0

20

100.0

4

100.0

32

100.0

99

100.0

18

100．0

34

100．0

15

100．0

1

100.0

34

100.0

・ 13

100．0

1

1Q
凸凹

22

11

５
４
５
４
５
４

９

４
１
４
１
４
１

20

１
０
１
０
１
０

10

２
０
２
０
２
０

9

1

11

１
１
１
１
１
１

44．

８
４
８
４
８
４

11

４
８
４
８
４
８

6

100

14

8

７
５
７
５

14

４
８
４
８

6

５

11．4

6

4

2

14

23,

52

63．4

1

100.0

17

63.0

2

100.0

1

100.0

34

77．3

34

77．3

3

100．0

4

80．0

18

90．0

4

100．0

26

81.3

78

78．8

8

44．4

27

79．4

14

93．3

22

64．7

10

76．9

７

1

2．3

1

１
０

11

２
１

1

1.2

4

3

5

5

5

｜
ゴ
ー
ｌ
引

一

一三

介護保険事業以外の事業の拡大。

経営方針は本社部門が検討・決定している為、詳細はわからない。

介塞但吟圭彗1，J力&命圭零石再考伍言ユォー



質問3経営方針の理由

質問3－1 【質問2において、事業を拡大する。新たに開始するﾉｰ向答した事業者】

その経営方針とした理由をお答えください。

質問3－1 【質問2において、事業を拡大する。新たに開始するﾉｰ向答した事業者】

その経営方針とした理由をお答えください。

｢利用者の確保が見込めるから」が

が35.6％、 「従業員を新たに確保で

事業を拡大する.新たに開始する経営方針の理由について、

47.5％と最も高く、次いで「事業として採算が合わないから」

きるから」が19.8％となっている。

【事業を拡大する。新たに開始する経営方針の理由】

％

(N=101) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

事業としての採算が合わないか

ら

従業員を新たに確保できるから

利用者の確保を見込めるから

経営者･管理者などの対応が可

能となったから

事業譲渡･合併･組織改編などを

見込んでいるから

制度改正により対応が可能と
3．0

なったから

その他

無回答 0．0

1

1

41



【事業を拡大する.新たに開始する経営方針と回答したサービス種別の理由】

、

またぐ「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。

タ
イ
－
Ｊ

42

全体

事業を拡大する･新たに開始する経営方針の理由
Q

事業としての

採算が合わ

ないから

従業員を新

たに確保で

きるから

利用

保を見

から

経営者･管理

者などの対

応が可能と
なっ弁か島

事業誼渡･合

併･組織改編

などを見込ん
でい島か島

制度改正に

より対応が

可能となった

から

その他 無回答

全体
101

100.0

36

35－6

20

19－8

48

47．5

９

8.9

6

5-9

し

３ 11

９
８

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介謹(総合事業の訪問系を含む）

訪問看護

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサービス）

地域密着型彌所介謹

(定員18名以下のデイサーピス）

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

短期入所生活介護

特
人
:施設入居者生活介護(介護付き有料老

5－ム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介謹支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介謹老人

(地域密計

畠祉施設(特別萎護老人ホーム）

型サービスを含む）

介護老人保健旅語

定期巡回.随時対応型訪問介認看誰

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グループホーム）

小規模多機能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介瞳を含む）

23

100.0

10

100.0

8

100.0

９

100.0

1

100.0

２

100.0

5

100.0

剣F

1｡

100.0

8

100.0

5

100．0

1

100．0

1

100.0

10

100．0

3

100．0

７

30.4

3

30.0

３

37－5

4

44．4

1

50.0

9

60－0

4

50.0

1

20.0

1

100．0

1

100.0

2

20‘0

７

30．4

4

40．0

11

１
１
１
１

50

１
０
１
０

40

２
０
２
０

13

２
３
２
３

40

２
０
２
０

100

１
０
１
０

弓の

I⑨

56．5

6

60．0

3

37.5

1

11．1

５

100.0

６

40.0

4

50．0

80

50

５
０

1

33．3

4

17．4

３

37.5

1

6.7

1

20－0

２

8.7

1

10－0

２

22．2

1

6-7

4

１
３
１
３

11

１
１
１
１

1

10．0

1

３
０
３
０

4（

４
０

22

２
２

100 I

50 I

6

１
７

25

２
０

20

三
１
３

20

２
３

66

２
７

－
４
０
’
一
二
一
２
２
’
１
０
－
１
０
’
一
二
１
７
－
２
０
’
１
０
｜
・
二
一
二
一
２
０
’
２
７

３
０

４
０

２
２

I

I

１
７

２
０
三
１
３

２
３

２
７

地域に貢献できるから。

地域福祉を活性化させるため。

JZ_LL+二、 同刀1口｣ノ 1面三手未〃l罫ﾉJ,"呪gシ・1哩l則lとのつL一色。 一亡4LI一1干し1回刀I可］l 壷ソーニハ莚妃､麦こ9つ不UHﾖ白 ﾉ、〕旦

切なサービス提供が行われないことが懸念されることから、可能な限りサポートしていきたいと考えて

いるため。



’

質問3－2 【質問2において、事業を縮小すると回答した事業者】

その経営方針とした理由をお答えください。 （複数回答可）

、事業を縮小すると回答した事業者】

ブニヰ田土幸公蓉与〆ナ彗士l l rｵ乞對同＝

事業を縮小する経営方針の理由について、 「従業員の確保が難しいから」が70.0％と最も高く、

次いで「事業として採算が合わないから」が50.0％となっている。

【事業を縮小する経営方針の理由】

％

(N=10) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

50｡事業としての採算が合わないか

ら

従業員の確保が難しいから

利用者の確保が難しいから

経営者･管理者などの高齢化に

よる

事業醸渡･合併･組織哉輻などを

見込んでいるから

制度改正への対応ができないか

ら

0．0

0．0その他

無回答 0．0

【事業を縮小する経営方針と回答したサービス種別の理由】

上段:件数､下段:％

、

I

43

全体

事業を縮小する経営方針の理由

事業としての

採算が合わ

ないから

従業員の確

保が難しい

から

利用者の確

保が難しい

から

経営者･管理

者などの高

齢化による

事業砿渡･合

併･組織改輻

などを見込ん
でい届が民

の対応がで

きないから

その他 無回答

全体
10

100.0 50

５
０

7

70．0 30

３
３ 30

３
０

２

20．0

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

地域密着型通所介澄

(定員18名以下のデイサーピス)

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

６

100.0

1

100.0

1

100．0

２

100.0

50

100

50

３
０

１
０

5

83．3

1

100.0

1

50.0

33

２
３

100

１
０

33

２
３

1

100．0

1

16．7

1

100－0
訓
一
－
１
二



質問4市内で充実が必要と思われるサービス

質問4利用者の生活を支えるために不足しているなど、今後、市内で充実（量的充実）が必要と思わ

れるサービスを3つまでお答えください。

質問4利用者の生活を支えるために不足しているなど、今後、市内で充実（量的充実）が必要と思わ

れるサービスを3つまでお答えください。

市内で充実が必要と思われるサービスについて、 「訪問系のサービスの充実」が33.0％と最も高

く、次いで「在宅医療の充実」が31.9％、 「24時間体制の訪問サービスの充実」が29.4％となっ

ている。

【市内で充実が必要と思われるサービス】

％

0 10 20 30 40 1 50 60 ､ 70 80 90 100(N479)

訪問系のサービスの充実 ノ

24時間体制の訪問サービスの充
実

63
通所系サービスの充実

リハビリテーションの充実

ショートステイサーピスの充実

通い､訪問､宿泊を組み合わせ

た複合サービスの充実
18．8

介護保険施設の充実

住まいに係るサービスの充実

､ ‘ , . . 3-蛭轤』.爵 q在宅医療の充実

居宅介謹支援事業所の充実

要支援者向けの総合事業の充
実

その他の介護保険サービスの充

実

特にない

蘭1，9無回答

44



【市内で充実が必要と思われるサービス＜サービス別＞】

上段:件数､下段:％

→次頁に続く

45

全休

市内で充実が必要と思われるサービス

訪問系の
サービスの

充実(訪問介

護､訪問入

浴介霞､訪

問看霞､夜

間対応型訪

問介護､居

宅療養管理
指型）

24時間体制

の訪問サー

ビスの充実

(定期巡回。

随時対応型

訪問介誼看

霞）

通所系サー

ビスの充実

(通所介霞、

認知症対応

型彌所介護

等）

リハビリテー

ションの充実

(訪問､通‘
所）

ショートステ

イサーピスの

充実(短期入

所生活介

霞､短期入

所療養介護

等）

通い､訪問、

宿泊を組み

合わせた複

合サービス

の充実((看

霞)小規模多

機能型居宅

介護サーピ

ス等）

介護保険施

設の充実(介

護老人福祉

施設､介饅

老人保健施

設､介護医

療院､認知

症高齢者グ

ループホー
ム等）

全体
479

100.0

158

33．0

４
９

１
２

３
６

３
３

6

12

２
９

76

15．9

90

18．8

82

寺司も

LJ-I

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のヂｲｻ.－ビス)

地域密着型涌所介謹

(定員18名以下のデイサービス)

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介霞

短期入所療養介讃

特定施設入居者生活介護(介護付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介謹支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福ﾈﾄ飾詔(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む)

介護老人保侭怖詔

定期巡回.随時対応型訪問介護看謹

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グループホーム)

小規模多櫻能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介護を含む）

82

100.0

1

100.0

27

100.0

2

100．0

1

100．0

44

100，0

44

100．0

3

100．0

５

100，0

20

100．0

4

100，0

32

100．0

99

100．0

18

100.0

34

100．0

15

100．0

1

100.0

34

100.0

13

100.0

4

56．

100

1

51

50

１
０
１
０

1

34．

５
１
５
１

1

27

33

30‐

4

12，5

32

32．3

3

16．7

23

2C

100

23

23

1

20

18

５
５
５
５

100

２
０
２
０

1

27

２
３
２
３

1

31．

一

４

８

一

４

８

33

１
３
１
３

5

25.0

8

25.0

37

37．4

44．

1

38．

20

100

1

29

5

38．5

4

４
９

15

７
９

18

３
２

33

１
３

20

１
３

7

７
１

2

１
９

7

１
７

11

９
３

3

１
７

寺凡

’＠

６
６

15

７
９

20

１
０

10

２
０

９

３
４

1

14

４
１

38

７
９

11

４
３

20

３
０

8

３
８

fR
BV

２
４

1

12

０
２
０
２

14

４
８
４
８

1

50．0

18

８
２
８
２

20

【

９

５

【

９

５

20

１
０
１
０

2

10．0

12

2

21

11

14

26

1

100．0

３

8．8

1

ワマ
〃｡』

1

14

２
６
２
６

29

８
６
８
６

11

25．0

10

22．7

1

20．0

5

25．0

4

12f5

15

15．2

4

22．2

4

11－8

3

20．0

７

20．6

６

46．2

弔内

1J

15．9

3

11，1

1

50．0

７

15．9

4

9.1

1

q勺Q
￥UBV

3

60．0

３

15．0

2

50．0

3

9.4

17

17．2

2

11．1

8

23．5

3

20.0

11

32，4

1

可守

J･イ



（

46

全体

市内で充実が必要と思われるサービス

ﾐいに係

－－ビスの

ﾐ(有料老
討一ム、

-ｽ付き

:者向け

弓等）

在宅医療の

充実(訪問診

療･看護･服

薬管理等）

居宅介護支

援事業所の

充実

要支援者向

けの総合事

業の充実

その他の介

護保険サー

ビスの充実

特にない 無回答

全体
479

100.0

９
１

２
６

３
９

５
１

１
３

０
４

４
８

８
５

０
２

１
２

３
０

４
９

54

寺イ、

11．J

9

1.9

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）
(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介證

(定員18名以下のデイサービス）

認知症対応型通所介護

通所ﾘハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護(介護付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介護老人保侭旅諮

定期巡回．随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グﾙｰプホーム）

小規模多栂能型居宅介藍(看護小規模多

機能型居宅介護を含む）

82

100.0

1

100，0

27

100.0

2

100.0

1

100．0

44

100，0

44

100,0

３

100.0

5

100.0

20

100．0

4

100．0

32

100,0

qq

100,0

18

100.0

34

100.0

1R
q凹

100．0

1

100．0

34

100．0

13

100．0

6

５
１
５
１

2

4－5

1

2．3

5

１
０

25

８
０

２

２
０

8

３
８

20

３
３

５

２
９

2

15．4

27

32－9

59

1 ６
３
６
３

50

１
０
１
０

100

１
０
１
０

31

1 ４
８
４
８

15

己
７
９

己
７
９

1

33．3

5

25．0

1

34．

2

26

38

７
９

1

32

１
４

40

６
０

38

1 ３
２

7

53．8

９

８
８
８
８

100

１
３
１
３

3

１
７
１
７

句

打勾

I⑨

６
６
６
６

1q
OV

６
６
６
６

5

１
０
１
０

8

８
１
８
１

27

５
３
５
３

5

２
９
２
９

6

己
１
７

己
１
７

2

１
９
１
９

21

25．6

３

11．1

６

13，6

14

31．8

1

20．0

2

10，0

フ

21．9

29

29.3

8

44．4

2

5．9

２

13．3

9

26.5

4

30，8

8

9.8

1

100．0

1

3.7

4

9.1

8

18－2

2

戸八毎

口､-J

2

6，3

6

6．1

３

16．7

4

11．8

1

戸司

回.』

3

8，8

4

4.9

1

3.7

8

18．2

2

4.5

20

１
０
１
０

勺貝
哩凹

７
０
７
０

50

２
０
２
０

25

８
０
８
０

8

８
１
８
１

23

８
５
８
５

13

２
３
２
３
＝＝

8

３
８
３
８

1

3.7

1

2,3

1

3.1

3

3,0

1

6.7

1

2.9

1

司司

J,』



質問5地理的範囲内の競合事業者数

貴事業所がサービスを提供する地理的範囲内の競合事業者数について当てはまるものを1つ

お答えください。

貴事業所がサービスを提供する地理的範囲内の競合事業者数について当てはまるものを1つ

お答えください。

質問5

、

｣

質問5

、

｣

地理的範囲内の競合事業者数について､ 「適性数｣が53.0％と最も高く、次いで｢多い｣が39.5％、

｢少ない」が7.5％となっている。

ノ

【地理的範囲内の競合事業者数】

圀多い 口萢E" 田少ない ロ無回答

10％ 70％ 80％ 90％ 100％0％
N＝

20％ 30％ 40％ 50％ 60％

0479

ﾀ

47



【地理的範囲内の競合事業者数くサービス別＞】

上段:件数､下段:％

、

48

ノ

全体

地理的範囲内の競合事業

多い 適正数 少ない 無回答

全体
479

100.0

18

39

254

53.0

６
５

３
孔

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサービス）

地域密着型通所介護

(定員18名以下のデイサービス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護(介護付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む） く

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介護老人保健施詔

定期巡回.随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グループホーム）

小規模多機能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介護を含む）

82

100.0

1

100.0

27

100.0

2

100.0

1

100.0

44

100.0

44

100.0

3

100.0

5

100.0

20

100.0

4

100.0

32

100.0

99

100.0

18

100.0

34

100.0

15

100.0

100．

3

100．

1

100

3

36,

100.

1

51．

50

2

63．

2

50．

33．

1

60．

25‘

1

34

2

201

72．

1

50．

53．

10

29.4

47

57．3

12

44.4

1

50.0

1

1.00.0

15

34.1

19

43.2

1

33.3

5

100.0

7

35.0

‐ 3

75．0

18

56．3

69

69．7

5

27.8

16

47.1

7

46.7

1

100.0

22

64．7

5

38．5

5

6.1

1

3．7

21

6，

33

1

5.0

3

9．4

10

10．1

1

2．9

2

5．9

8

61．5



質問7介護サービス向上のために実施し、効果があったもの

質問7貴事業所において、介護サービス向上のために実施（平成31年1月1日～令和元年12月

31日）し、効果があったものを3つまでお答えください。

質問7貴事業所において、介護サービス向上のたふ

31日）し、効果があったものを3つまでお

のについて、 「内部研修の充実」が46.1％と

への積極的な参加」が35.3％、 「職員の給与

介護サービス向上のために実施し、効果があったものについて、

最も高く、次いで「外部研修（他施設の見学も含む）への積極的プ

の引き上げ」が27.3％となっている。
』

【介護サービス向上のために実施し、効果があったもの】

％

(N479) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

第三者評価の受審

第三者による苦情･相敲システ

ムの導入

利用者に対するサービスの質に

閨するアンケートの実施

0.6

198
苦情や事故の事例研究

5-6
情報の稲極的な公表

外部研修(他施設の見学も含

む)への積極的な参加
35．3

内部研修の充実

介護サービス事業者間の交流

福祉用具や器具の開発･導入

施設内の設備の改善

職員の心身の健康管理や労働

環境の整備
26.9

職員のモラルの向上の取組み

職員の給与の引き上げ

0.0行っていない

その他 13

無回答

式

』

49



【介護サービス向上のために実施し、効果があったものくサービス別＞】

へ

二次頁に続く

､

50

全体
第三者評価

の受審

第三者評価

委員やオン

ブズパーソン

等の第三者

による苦情・

相談システ
Lの運ス

介護サービス
T一一一■一一－

利用者に対

するサービス

の質に関す

るアンケート

の実施

i町エUノノこび』

苦情や事故

の事例研究

天』也し、釧牙

情報の積極

的な公表

《あったもの

外部研修(他

施設の見学

も含む)への

積極的な参

加

内部研修の

充実

介護サービ

ス事業者間

の交流

全体
479

100.0 q

15

1 0

帽

14

７
０

９

1Q

５
３

７
６

２
５

９
３

６
５

１
３

221

46.1

90

18．8

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介誕

訪問看謹

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む)(定員

19名以上のデイサーピス）

地域密若型通所介護(定員18名以下のデイ

サービス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介謹

短期入所療養介謹

特定旅鷆入居者生活介謹(介謹付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介篭古淫

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介護老人福ｷ'卜祢詔(特別養護老人ホーム）

(地域密碧型サービスを含む）

介誼老人保侭飾詔

定期巡回．随時対応型訪問介護看謹

認知症対応型共同生活介謹(認知症高齢
者グループホーム）

小規模多機能型居宅介護(看護小規模多

樒能型居宅介護を含む)

82

100.0

1

100.0

27

100－0

２

100－0

1

100－0

44

100.0

44

100.0

３

100.0

5

100.0

20

100.0

4

100.0

32

100.0

99

100.0

18

100.0

34

100－0

15

100．0

-1

100.0

34

100.0

1句
DU

100－0

1

2．3

句n

JJ

１
３
１
３

3

１
１
１
１

5

１
６
１
６

２

１
９
１
９

6

一

１

７

一

１

７

8

23－5

1

7.7

2

１
９
１
９

6

2

1

13

１
４
１
４

３

１
７
１
７

1

50－0

10

22－7

25

20

28

９
１

6

６
１

弓侭

ID

３
７

14

５
７

26

４
７

2

１
９

７

１
７

1

23

３
２
９
２

100

１
０
１
０

25

７
９
７
９

31

1 ４
８
４
８

18

８
２
８
２

33

１
３
１
３

15

３
０
３
０

1

34

ｆ
４
ｆ
４

1

1a

３
１
３
１

38

７
９
７
９

11

４
３
４
３

6

１
７
１
７

8

３
８
３
８

23

３
１
３
１

’
１
０
’
７
９
’
一
二
一
二
４
８
－
８
２
－
１
３
一
一
一
一
３
０
’
一
二
１
４
’
３
１
’
７
９
』
４
８
’
１
７
’
二
二
一
３
８
’
３
１

３
２

4

4.9

２

7.4

９

４
１
４
１

1句
ﾛ轡

６
６
６
６

20

１
０
１
０

10

２
０
２
０

4

４
０
４
０

５

２
９
２
９

２

15．4

21

25－6

14

51．9

1

50．0

B

18．2

5

11－4

1

33－3

２

40－0

9

45．0

2

50．0

6

18．8

58

58．6

2

11．1

18

52．9

６

40.0

12

35．3

4

30.8

44

53．7

1

100.0

10

37－0

1

50－0

19

43．2

19

43．2

３

60.0

10

50．0

2

50．0

18

56－3

36

36.4

9

50．0

18

52．9

７

46.7

1

100.0

17

50．0

６

46．2

1T
IF

20．7

10

37.0

３

6－8

5

11－4

1

33.3

2

6．3

34

34.3

3

寺戸印

IDDJ

3

8‘8

2

13．3

4

11．8

6

46．2



、

上段:件数､下段:％

また、 「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。

L

51

全体

P

福祉用具や

器具の開発。

導入

施設内の設

備の改善

介護サービス
ー一■一一口一一一一

職員の心身

の健康管理

や労働環境
の轌借

lHJ－リグJ－哩J1

職員のモラ

ルの向上の

取組み

云凸凹し､翻不

職員の給与

の引き上げ

I《あったもの

行っていない その他 無回答

全体
479

100－0

０
３

３
６

TT
Jf

弓御守

』､.'

９
９

２
６

１
２

〔

14

１
３

３
孔

１
２ 1

６
３

１
３

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介謹(総合事業の訪問系を含む)

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療萎管理指導

通所介證(総合事業の通所系を含む)(定員
19名以上のデイサーピス）

地域密若型通所介證(定員18名以下のデイ

サービス）

認知症対応型通所介護

通所ﾘハビリテーション

短期入所生活介甑

短期入所療養介謹

人ホーム)(地域密蒄型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介謹老人福朴怖餡(特別蕃講去人ホーム）

(地域密荒型サービスを含む）

介護老人保偲怖詔

定期巡回｡随時対応型訪問介鱒君講

認知症対応型共同生活介證(認知症窩齢

者グループホーム）

82

100－0

1

100．0

27

100．0

2

100．0

1

100．0

44

100.C

44

100．0

３

100．0

５

100．0

20

100．0

4

100．0

32

100．0

99

100．0

18

100．0

34

100．0

q←

1コ

100－0

1

100.0

34

100.0

13

1,,,

1

1.2

3

6.8

1

2-3

4

20.C

1

25．0

2

6．3

4

4．0

6

33．3

5

14．7

1

100-0

２

5－9

7

8．5

14

４
８
４
８

1

22

０
７
０
７

1

27

２
３
２
３

25

５
３
５
３

25

一

１

３

一

１

３

弓時

lひ

二

戸

、

盟

忌

凡

盟

二

戸

、

盟

忌

凡

盟

8

二

３

１

二

３

１

５

1

29

33

５
３
５
３

14

、、

５
７
－
４
８

５
７
－
４
８

29

35．4

1

100．0

７

25．9

1

50．0

9

20－5

19

43．2

2

戸戸司

UDDJ

2

40.0

4

20－0

１

25－0

5

凸FF

Ip-O

21

21．2

6

毎毎回

5

14．7

4

26.7

１

100.0

8

23.5

4

ヨnR

1

TT
B”

４
１
４
１

14

４
８
４
８

15

７
９
７
９

13

６
６
６
６

1

20.0

10

31.3

12

12－1

4

22－2

３

8．8

1

6．7

３

8－8

２

15回

32

39.0

６

22.2

1

100.0

15

34.1

18

40.9

1

33．3

1

20.0

6

30.0

1

25.0

9

28．1

17

17．2

2

11．1

1句
■岨

38，2

4

26．7

4

11－8

1

守司

1

三
１
２

三
１
２

1

2-3

20

１
０
１
０

1

１
０
１
０

6

１
７
１
７

２
’

１
９
－
』
一

１
９
－
』
一

2

２
４

３

１
７

6

３
８

２

三
１
３

2

6.3

３

3－0

８
’

３
８
画
一
一

業務内容の見直し。

行っている事業の成果を外部で発表することや外部向けに勉強会を開催する。

施設長による職員の個別面談。



'

0

質問12他事業所や他職種との連携における課題

質問12 「在宅医療と介護の連携」

他事業所や他職種との連携における課題を

質問12 「在宅医療と介護の連携」

他事業所や他職種との連携における課題をお答えください。 （複数回答可）

」

携における課題をお答えください。 （複数回答可）

他事業所や他職種との連携における課題について、 「業務が忙しく地域ケア会議退院時カンファ

レンス、他職種の集まる研修会等に参加できない」が59.5％と最も高く、他の項目の3倍以上とな

っている。

／

【他事業所や他職種との連携における課題】

％

(N"79)
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

業務が忙しく地域ケア会磯､退

院時カンファレンス､他職種の集

まる研修会等に参加できない

地域ケ●ア会溌､退院時カンファレ

ンス等会議が多すぎる

連絡方法が分からないなど医療

機関との連携が難しい

他職種の集まる研修会等の情報
が届かない

15.0

連携で困った時に､どこに相該し

ていいのかわからない

その他

無回答 0．0



【他事業所や他職種との連携における課題くサービス別＞】

上段:件数､下段:％

また、 「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。

53

全体

他事業所や他職種との連携におlﾅる課題
口 弓

業務が忙しく

地域ケア会

蟻､退院時カ

ンファレン

ス､他職種

の集まる研

修会等に参

地域ケア会

識､退院時カ

ンファレンス､

等会艤が多

すぎる

連絡方法が

分からないな

ど医療機関

との連携が

難しい

他職種の集

まる研修会

等の情報が

届かない

連携で困っ

た時に､どこ

に相談してい

いのかわか
らない

その他 無回答

全休
479

100.0

2ビ

59

53

11．1

84

17．5

72

15．0

83

17－3

58

12．1

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介護(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問ﾘハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介霞

(定員18名以下のデイサーピス）

潔知症対応型通所介護

通所ﾘハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護(介護付き有料老
人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与｡特定福祉用具販売

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム）

(地域密着型サービスを含む）

介護老人保侭旅語

定期巡回.随時対応型訪問介誇看諾

認知症対応型共同生活介饅(認知症高齢

者グループホーム）

小規模多

機能型居

I能型居宅介護(看鼈小規模多

;介護を含む）

82

00.0

1

00．0

27

00.0

2

00.0

1

00.0

44

00．0

44

00．0

３

00．0

5

00．0

20

00.0

4

00．0

32

00.0

99

00．0

18

00，0

34

00.0

15

00．0

1

00．0

34

00．0

13

0，．0

65

偶

100

１
０
１
０

40

1 １
７
１
７

100

２
０
２
０

1

100．0

33

75．0

23

52．3

2

66．7

20

１
０
１
０

70

1 ４
０
４
０

25

１
０
１
０

53

1

58

偶

38

61

。 １
８
１
８

66

1 ０
７
０
７

61

4 １
８
１
８

61

８
５
８
５

8

７
５

29

８
６

1

50．0

9

４
１

15

７
９

40

２
０

15

３
０

50

２
０

3

1

1

1

12

２
１

11

２
１

５

２
９

13

２
３

8

7

２
４

18

８
２

1

22

’

０

７

20

１
０

35

７
０

25

１
０

9

３
４

2

23

３
２

nn

JJ

６
３

26

９
５

20

３
０

５

２
９

15

２
４

9

11．0

2

7．4

1

50.0

10

22.7

15

７
９

20

４
０

1

25,0

6

18．8

9

QT

44

８
４

8

３
８

100

１
０

26

９
５

2

15．4

15

18．3

1

勾守

JDJ

7

15．9

７

15．9

2

40．0

３

15．0

2

50.0

4

12．5

③可

LI

17－2

5

27.8

9

26．5

2

13．3

8

23-5

1

7．7

9

11－0

6

22.2

18

８
２
８
２

33

１
３
１
３

2

10．0

７

21．9

16

16．2

5

14．7

1

6．7

2

5．9

1

司吋

f_ノ

二

二

二

二

二

二

一

一
Ｊ
’

｜訓

医療と介護の間に介護保険制度に関する周知の差がある。

地域ケア会議や研修会に関しては着地点の見えない意味のない議論が多いので次回以降の参加を考えて
L

しまう。退院時カンファレンスは在宅生活を送るうえで必要な話し合いという目的があるため、利用者

との意見のすり合わせ、現状の課題について共有は有意義だと思う。

対面や電話、恥Xでの連携しかできておらず、無駄なことが多い、WEB会議やSNSの利用を推進でき

ないのか。



質問13事業所と連携している地域の各種団体や組織

質問13貢事業所と質問13貢事業所と連携している地域の各種団体や組織をお答えください。 （複数選択可）織をお答えください。 （複数選択可）

事業所と連携している地域の各種団体や組織について、 「医療機関」が61.2％と最も高く、次い

で「民生委員・児童委員」が49.7％、 「自治会・商店街など地縁的つながりの団体」が34.4％とな

っている。

【事業所と連携している地域の各種団体や組織】

％

(N479) 0 10 20 30 40 50 60 70 80･ 90 100

民生委員･児童委員

自治会･商店街など地縁的つな
がりの団体

社会福祉協礒会(地区部会）

幼稚園･保育所･小学校･中学

校･高校等教育機関

医療機関

ボランティア団体･NPOなど機能

的つながりの団体

その他

無回答 0.0

54 句



１

【事業所と連携している地域の各種団体や組織くサービス別＞】

上段:件数､下段:％

また、 「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。

55

全体

学耒町〆7里鑑しLい●巫以叩音里団枠や祀湿

毘牛委員･児

童委員

白浩令･商店

街など地縁

的つながり

の団体

社会福祉協

融会(地区部

会）

幼稚園･保育

所･小学校・

中学校･高校

等教育樫関

戻瘤蝿関

ポランティア

団体･NPO

など犠能的

つながりの

団体

その他 無回答

全体
479

100．0

８
７

３
９
２
４

ｆ
４
１
３

０
１

３
Ⅵ

１
２

7句
”￥

15．2

293

61．2

７
６

３
８

１
２

９
１

２
６

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介證(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介謹

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む）

(定員19名以上のデイサーピス）

地域密着型痛所介謹

(定員18名以下のデイサーピス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療萎介誼

特定施設入居者生活介護(介證付き有料老

人ホーム)(地域密着型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介證老人福ﾈI卜旅詔(特別蕃遜麦人ホーム)

(地域密着型サービスを含む）

介謹老人保健旅詔

定期巡回.随時対応型訪問介護看護

函知症対応型共同生活介護(認知症高齢

者グループホーム）

小規模多機能型居宅介謹(看謹小規模多

機能型居宅介護を含む）

82

100．0

1

100．0

27

100．0

２

100．0

』 1

100．0

44

100－0

44

100.C

３

100．0

5

100．0

20

100．0

4

100－0

32

100－0

99

100．0

18

100．0

34

100．0

15

100．0

1

100－0

34

100．0

屯内

｡⑪

100－0

35

42－7

９

33－3

14

31．8

q句
早曹

75．0

1

33．3

1

20．0

14

70．0

2

50，0

６

18．8

56

56．6

５

27．8

21

61．8

2

13．3

1

100．0

27

79．4

11

84．6

四

26

14

４
８

50

二
１
０
丘

36

1 ６
４

1
1

40

８
９

40

２
０

1

50

０
０

75

３
０

25

８
０

1

18

８
２

27

三
５
８

1

52

三
８
９

26

二
４
７

1

100.0

27

79－4

8

61．5

17

20－7

4

14．8

12

27．3

６

13．6

1

20．0

12

60．0

2

50.0

4

12．5

25

25.3

5

27－8

20

58－8

1

6．7

1

100-0

３
２

１
８

１
句
》

７

53．8

4

4．9

2

7－4

11

25.0

8

18．2

5

25－0

7

21.9

7

7．1

13

38－2

4

26.7

９

26.5

３

23.1

48

58．5

1

100.0

26

96．3

２

100－0

1

100.0

14

31.8

9

20.5

1

nnn

JJ.④

３

60．0

12

60．0

3

75.0

27

84．4

7句
〃￥

73．7

9

50．0

24

70．6

13

86．7

1

100.0

22

64.7

4

30．8

14

17．1

11

40－7

寸公

1,

36．4

６

13．6

1

33.3

2

40.0

６

30．0

12

37.5

30

30，3

4

22．2

11

32．4

4

26.7

1

100.0

13

38．2

6

46.2

7

8.5

３

１
７
１
７

6

３
８
３
８

6

３
８
３
８

8

8.1

4

22.2
G

2

5‘9

1

ヤT
J･F

冒力向壱面隻手栄lﾂTo

あんしんケアセンター。

介護支援専門員。



質問14認知症の方への対応についての課題

質問14 「認知症の方への支援」

貢事業所で認知症の方への対応について課題となっていることを3つまでお答えください。

質問14 「認知症の方への支援」

貢事業所で認知症の方への対応について課

認知症の方への対応についての課題について、 「家族の理解・協力」が62.0％と最も高く、次い

で「症状の特性に応じた対応」が36.3％、 「周辺症状の重度化への対応」が33.8％となっている。

【認知症の方への対応についての課題】

％

(N479) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

溌錘瞬醗霧薗醗爵蕊露鰯羅溌露鬮睡譲蕊蕊醗鬮認620

蕊塞霊園蕊零厘覇213

家族の理解･協力

地域の理解･協力

守寺P

lL.｡
記知症の早期診断

３６

８
３

３

一
一

３－

５１２一
一

医療機関との連携

専門的な医療の提供

周辺症状の重度化への対応

症状の特性に応じた対応

記知症の人の社会参加

若年性認知症の人への支援

財産(金銭)管理への対応

虐待防止の制度や取り組み 7．3

特になし 翻3．1

劇1．5その他

無回答 鰯5．4

56



､

ノ

【認知症の方への対応についての課題くサービス別＞】

上段:件数､下段:％

→次頁に続く

１
ｊ
ノ

Fヲ

，I

全体

認知症の方への対応についての課題

家族の理解。

協力

地域の理解。

協力

麗知症の早

期診断

医癩機関と

の連携

専門的な医

療の提供

周初症状の
重摩化への

対応

症状の特性

に応じた対

応 ！

全体
479

100，0

297

62．0

０
１

１
２

２
３

5

11

５
５

３
５

０
１

１
２

86

18．0

６
３

１
３

２
８

７
６

１
３

サ
ー
ビ
ス
種
別

訪問介謹(総合事業の訪問系を含む）

訪問入浴介謹

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護(総合事業の通所系を含む)(定員
19名以上のデイサーピス）

地域密着型通所介護(定員18名以下のデイ
サービス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者』

人ホーム)(地域そ

二活介護(介護付き有料老

情型サービスを含む）

居宅介護支援

福祉用具貸与･特定福祉用具販売

介霊老人福祉施設(特別養護老人ホーム）
(地域密着型サービスを含む）

介護老人保偲怖鴎

定期巡回.随時対応型訪問介謹看震

認知症対応型共同生活介謹(認知症高齢

者グループホーム）

小規模多機能型居宅介護(看證小規模多

機能型居宅介護を含む）
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また、 「その他」に関して以下の回答等が挙げられた。
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全休

認知症の方への対応についての課題

認知症の人

の社会参加

若年性盟知

症の人への

支援

財産(金銭）

管理への対

応

虐待防止の

制度や取り

組み

特になし その他 無回答
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地域密着型通所介護(定員18名以下のデイ
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認知症対応型通所介護
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短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護(介護付き有料老
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定期巡回｡随時対応型訪問介護看謹
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小規模多機能型居宅介護(看護小規模多

機能型居宅介護を含む）
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認知症の方からの暴力や暴言。

GPSの活用。
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4在宅医療･介護実態調査く速報＞

（1）アンケート調査結果（概要）

ア病院

①在宅医療(訪問診療等）の実施状況および今後の予定

病院における在宅医療・介護保険の訪問系サービスの実施状況および今後の実施予定につい

てみると、往診では、 「実施している」 40.7%(11施設)、 「現在は実施していないが、今後実

施を予定」 0．0％（0施設)、 「実施の予定はない」 51．9％（14施設）であった。

訪問診療では、 「実施している」 44．4％（12施設)、 「現在は実施していないが、今後実施を

予定」 3．7％（1施設)、 「実施の予定はない」48．1％（13施設）であった。

医療保険の訪問看護では、 「実施している」 25.9％（7施設)、 「現在は実施していないが、今

後実施を予定」 3.7%(1施設)、 「実施の予定はない」 63.0%(17施設）であった。

介護保険の訪問看護では、 「実施している」 14.8％（4施設)、 「現在は実施していないが、今

後実施を予定」 0．0％（0施設)、 「実施の予定はない」 77.8％（21施設）であった。

図表在宅医療等の実施状況 グラフ内数値の単位:施設

、=27 0％ 20％ 4脇 6脇 8脇 1m％

①往診

②訪問診療

＝■■■■■■■■■ﾛ■■

E

③医療保険の訪問看護

④介霞保険の訪問看護

ﾛ(直近1年間で)実施している 1

国直近1年間は実施していないが､今後実施を予定

日実施の予定はない

ロ無回答
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[参考:平成28年度調査時点］

図表在宅医療等の実施状況 グラフ内数値の単位:施設

、=29

訪問診療 "1

医療保険の訪問看護

介護保険の訪問看護

ユ

2Z野 # 1

」

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% ' 90% 100%

■実施している

画現在は実施していないが､今後実施を予定

■実施の予定はない

■無回答

1

②現体制で対応可能な在宅訪問人数等

病院における在宅医療の1ヶ月当たり対応可能な最大人数についてみると、訪問診療では平均

139.9人、訪問看護（医療保険）では平均34.8人、訪問看護（介護保険）では平均ll.3人であ

った。

図表現体制で対応可能な在宅訪問最大人数(1ヶ月当だり）

[参考:平成28年度調査時点］

図表現体制で対応可能な在宅訪問最大人数(1ヶ月当たり）

F一三一?~一一一一_~デーデーー

I 4 & ＝
|訪問診療 一 一 ‘ ， ” ，
|訪問看護:医療保険 』
|訪問看護介護保険 ‘ 一J

※中央値：訪問診療52,訪問看護（医療保険) 10,訪問看護(介護保険)8.5

イ一般診療所

①在宅医療（訪問診療等）の実施状況および今後の予定

一般診診療所における在宅医療・介護保険の訪問系サービスの実施状況および今後の実施予

定についてみると、往診では、 「実施している」 21.8%(77施設)、 「現在は実施していないが、

今後実施を予定」 3.4%(12施設)、 「実施の予定はない」 73.4%(259施設）であった。

訪問診療では、 「実施している」 15．9％（56施設)、 「現在は実施していないが、今後実施を

予定」 2． 8%(10施設)、 「実施の予定はない」 79.0%(279施設）であった。
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】～

医療保険の訪問看護では、 「実施している」 3．7％（13施設)、 「現在は実施してい7

後実施を予定」 2．3％（8施設)、 「実施の予定はない」 88．4％（312施設）であった。

介護保険の訪問看護では、 「実施している」 1．1％（4施設)、 「現在は実施していズ

後実施を予定」 1．4％（5施設)、 「実施の予定はない」 91.5%(323施設）であった。

「現在は実施していないが、今

(312施設）であった。

「現在は実施していないが、今

図表在宅医療等の実施状況

0％ 率 4鰯 6鰯 ” 1恥『…

①銭含、

②訪問診療

③医療保険の訪問看護

G

I.

④介護保険の訪間看證

[参考:平成28年度調査時点］

図表在宅医療等の実施状況
、

、=329

往診 5

訪問診療 ,1

医療保険の訪問

看護

介議保険の訪問

看證

0％ 20％ 40％ 60％

■実施している
園現在は実施していないが､今後実施を予定
■実施の予定はない

■無回答

80％ 100％

f

②現体制で対応可能な在宅訪問人数等

一般診療所における在宅医療の1ヶ月当たりの対応可能な最大人数についてみると、訪問診

療では平均54．4人、訪問看護（医療保険）では平均9．3人、訪問看護（介護保険）では平均
8.5人であった。

図表現体制で対応可能な在宅訪問最大人数(1ケ月当たり）
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１

[参考:平成28年度調査時点］

図表現体制で対応可能な在宅訪問最大人数(,ヶ月当たり）

※中央値：訪問診療22.5,訪問看護（医療保険） 5，訪問看護(介護保険)5

ウ歯科診療所

①在宅医療（訪問診療等）の実施状況および今後の予定

歯科診療所における在宅医療・介護保険の訪問系サービスの実施状況および今後の実施予

定についてみると、歯科訪問診療では、 「実施している」 24.8％（79施設)、 「現在は実施して

いないが、今後実施を予定」 12．2％（39施設)、 「実施の予定はない」 60.2%(192施設）で

あった。

訪問歯科衛生指導では、 「実施している」 9．4％（30施設)、 「現在は実施していないが、今

後実施を予定」 16．3％（52施設)、 「実施の予定はない」 68.0％（217施設）であった。

居宅療養管理指導（歯科医師が行うもの）では、 「実施している」 11．6％（37施設)､ 「現在

は実施していないが、今後実施を予定」 14.1%(45施設)、 「実施の予定はない」 68.T%(219

施設）であった。

図表在宅医療等の実施状況

】滝19

酪 諏 “月 “児 噸 1唾

①歯科訪閣診療
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②訪閉歯科衛生指導

③居宅療養管理指導

(鍾科医師が行う噌切〉

、
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[参考:平成28年度調査時点］

図表‘在宅医療等の実施状況

､=327，
歯科訪問診療

訪問歯科衛生指導

モヨC＝,居宅療養管理指導(歯科医師が行うもの）

0％ ユ0％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■実施している
国現在は実施していないが､今後実施を予定
■実施の予定はない

②現体制で対応可能な在宅訪問人数等

歯科診療所における在宅医療の1ヶ月当たり対応可能な最大人数についてみると、歯科訪問診

療では平均17.1人、訪問歯科衛生指導：医療保険では平均9.0人、居宅療養管理指導:介護保険

では平均6．2人であった。

図表現体制で対応可能な最大人数(1ヶ月当たり）

[参考:平成28年度調査時点］

図表現体制で対応可能な最大人数(1ヶ月当たり）

※中央値：歯科訪問診療，訪問歯科衛生指導（医療保険)、居宅療養管理指導（介護保険）いずれも0

エ保険薬局

①在宅医療（訪問診療等）の実施状況および今後の予定

（医療保険）

. 2019年4月から9月における、医療保険の算定状況についてみると、 「麻薬管理指導

加算」26．3％（61施設）が最も多く、次いで「在宅患者訪問薬剤管理指導料｣23．3％（54

施設)、 「在宅患者重複投薬・相互作用等防止管理料」 15．5％（36施設）であった。
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261 3．7 0 120



図表薬局の算定状況(医療保険）

n=232

0％ 2眺 40％ 6脇 8鰯 1叩％

在宅患者訪問薬剤管理指導料

在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料

麻薬管理指導加算

在宅患者重複投薬・

相互作用等防止管理料

無菌製剤処理加算 ／

退院時共同指導料‘

在宅患者緊急時等共同指導料
」

無回答

(介護保険）

2019年4月から9月における、介護保険の算定状況についてみると、

指導料（薬剤師が行うもの)」 42．7％（99施設）であった。

｢居宅療養管理

図表薬局の算定状況(介護保険）

n=232

0% 2M 40% 60% 8" 100%

居宅療養管理指導料(薬剤師が行うもの）

無回答

[参考:平成28年度調査時点］

n=251

’
在宅患者訪問薬剤管理指導料

在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料

麻薬管理指導加算

在宅患者重複投薬･相互作用等防止管理料

居宅療養管理指導・

無回答
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②現体制で対応可能な在宅訪問人数等

1ヶ月当たりの最大訪問人数についてみると、平均20.5人であった。

図表最大訪問人数（1ヶ月当たり）

[参考:平成28年度調査時点］

図表訪問サービスを行う場合の1ヶ月当たり最大人数

※中央値：3人

オ訪問看護ステーション

①在宅医療（訪問診療等）の実施状況および今後の予定

2019年9月における利用者数は、以下の通りであった。

図表医療保険･介護保険の概要(2019年1ケ月当たり）

[参考:平成28年度調査時点］

図表利用者数(1月当たり）

所による訪問看護の全利用者数f、 ， 鼠 ’ 391 61.71 01 222

②現体制で対応可能な在宅訪問人数等

現体制で1ヶ月当たり対応可能な最大訪問実利用者数についてみると、平均89．9人であ

・った。

図表最大訪問人数(1ヶ月当たり）
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調査数

'(旅設）
Jqr i

篭

平均

〈人）

中央値．
争

蝉

(人)拳一

｡最小値

”~(Jk):． ＃

藻最大値
（火）_。

198 20.5 3.0 0 500

,調査数
(施詔)‘

平均
f篭八・)‘

最小値

1 …:(人》＃

203 15．9 0

睡 騏

鞘 軸

ｦ ど 瞳 苫 殆

調査数

(施設)‘

平均 、

(人)￥

､中央値
(人）

最小値

f人沙

最大値
(人）

医療保険による訪問看護のみの利用者数 。 53 20.2 15．0 1 11

介護保険による訪問看護のみの利用者数 53 51.2 50.0 0 24

医療保険と介護保険両方による訪問看護の利用者数 46 2．7 1.0 0 8

全類白書治癒K市町村菫拳に上馬訪閤看垂め調1用著新 44 0．4 0.0 0

､唱 軸

甥輔 二 F

此

, .（怖詔)’

平均
‘ ｛人）

最小値
(災1 ’

最大値
(人）

医療保険による訪問看護のみ ､
仏 貯

群

介誇保険による訪問看講のみ

医療保険と介護保険両方による訪W医療保険と介護保険両方による訪問H看貴蔭看設

全頬白費および市町村事業i琴る訪問看5訪問看護 。

4

4

3

3

14．5

45．6

0－5

0.3

0

0

0

0

4

18

調査数ゞ
‘ （施設)簿

平均値。
月 轆

､＜人） ”

中央値、

（人)蕊
,最小値
(人） 、騨．

最大値

(人）

51 89．9 80．0 3 440



[参考:平成28年度調査時点］

図表現体制で対応可能な最大実利用者数(,ヶ月当たり）

1

※中央値:70

③人員体制・利用者数の変化

2016年9月1日時点と比較した、各職種の人員体制の変化についてみると、看護職では

「増加｣、 「変化なし」がともに42.6％、 「減少」 ll.1%、理学療法士では「増加」 33.3%、

「変化なし」48．1％、 「減少」 5．6％、作業療法士では「増加」 22．2％、 「変化なし」55．6％、

「減少」5．6％、言語聴覚士では「増加」 7.4％、 「変化なし」72．2％、 「減少」 1．9％、その他

の職員では「増加」 18.5％、 「変化なし」 63.0％、 「減少」 3.7％であった。

利用者数の変化についてみると、医療保険では「増加」 57.4％、 「変化なし」 14.8%、 「減

少」 20.4％、介護保険では「増加」 55.6％、 「変化なし」 9.3％、 「減少」 27.8％であった。

図表人員体制および利用者数(実利用者数)の変化
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2016年9月1日との比較人員体制の変化作業療法士 55．6％ 5.6％ 16．7％

2016年9月1日との比較人員体制の変化

言語聴覚士
72．2％ 1.9％ 18．5％

2016年9月1日との比較人員体制の変化

その他の職員
63．0％ 3.7％ 14－8％

錫三重三国
■■■■■■■■■I■■■■■■

霧一

: : : : : : : : : : : : :: : ：57.4％： : : : : : : : : ： 1 4.8％

。●●。、哩氾。●●。．
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9.3％

2016年9月1日との比較利用者数の変化医療保険

2016年9月1日との比較利用者数の変化介護保険

ロ増加 四変化なし 曰減少 口無回答

I

戸侭

00

調査数
(施負艶

平均

(人):一

蝋"最小値
” 《人）

最大値

<人)…

41 73,0 10 250



④事業所の経営状況に対する評価

事業所の経営状況についてみると、 「安定して黒字を維持している」 29.6％

字の月もあるがほぼ黒字を維持している」 25．9％（14施設)、 「赤字と黒字が皇

る」 13.0%(7施設)、 「赤字の状態にある」 27.8%(15施設）であった。

図表事業所の経営状況に対する評価

n=54 0% 20% 40% 60% " 80% 100%

くいる」 29.6％（16施設)、

｢赤字と黒字が半々程度であ

｢赤

ﾛ安定して黒字を維持している

因赤字の月もあるがほぼ黒字を維持している

目赤字と黒字が半々程度である

国赤字の状態にある

口無回答

力居宅介護支援事業所（集計中）

キ定期巡回．随時対応型訪問介護看護事業所（集計中）

ク （看護）小規模多機能型居宅介護事業所（集計中）

ケ介護老人保健施設（集計中）

、

（2）在宅医療利用者数の実績（レセプト分析の結果）

ァ使用データ

実利用者数の集計にあたっては、以下のデータを用いた。

○KDB突合CSV等データ:2018年4月～2019年1月給付分

0歳から74歳の国保被保険者の医科、歯科レセプトラ0歳から74歳の国保被保険者の医科、歯科レセプトデータ、介護保険1号､2号

被保険者の介護レセプトデータ

○介護保険被保険者給付データ：2018年4月～2019年1月給付分

○後期高齢者医療制度に基づく医科､歯科レセプトデータ:2018年4月～2019年1月
給付分

67



イ医科訪問診療に関わる算定実績（1ヶ月当たり平均実患者数）

へ－－Zq ムヘ毎■同 一ﾛ､一一－一門二八一一上

注参考：平成26年度調査結果

（3）千葉市在宅医療・介護資源の将来推計】

ア使用データ ．

○国保データベース(KDB突合CSVデータ) :2018年4月～2019年1月給付分

・0歳から74歳の国保被保険者の医科、歯科レセプトデータ、介護保険1号、2号被保
険者の介護レセプトデータを使用

○後期高齢者医療制度に基づく医科、歯科レセプトデータ：2018年4月～2019年1月
給付分

○介護保険被保険者レセプトデータ：2018年4月～2019年1月給付分

○「千葉市在宅医療・介護資源調査」回収データ（第1章参照）

○千葉市将来推計人口（区別、性、年齢階級別）

○千葉市の国民健康保険被保険者数（性、年齢階級別）
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年齢 女 ・ ' 男
二
一
口

〈
ロ

0～4歳 0 0 0

5-9歳 0 0 0

10～14歳 0 0 0

15～19歳 1 1 2

20～24歳 0 3 3

25弩29歳 1 1 1

30～34歳 2 2 4

35～39歳 2 5 7

40～44歳 4 4 8

45～49歳 6 9 15

50～54歳 4 14 17

55～59歳 10 15 25

60～64歳 20 26 46

65～69歳 42 78 119

70～74歳 127 128 255

75～79歳 307 254 560

80～84歳 717 377 1.093

85歳以上 2.632 806 3,438

総計; ?。 3,872 1;､721
）

…5$593

年齢一 女、 男…… 合計

0～4歳 0 0 0

5～9歳 0 0 0

10～14歳 0 0 0

15～19歳、 0 0 0

20～24歳 0 0 0

25～29歳 1 0 1

30～34歳 1 0 1

35～39歳 2 3 5

40～44歳 4 2 7

45＆49巖 3 2 5

50～54歳“ 2 8 9

55～59歳 4 11 15

60雪64歳 12 24 36

65～69歳 53 57 110

70～74歳 92 117 210

75～79歳 269 209 478

80～84歳 571 292 863

85歳以上 1,834 551 2,384

総計 2‘848 _ 1.276 4.124



イ推計結果
］

①1ケ月当たり患者数
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ず争 1,
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②1ケ月当たり算定回数
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